
マンガミュージアムがやってきた！･････････････ 2

待機児童支援助成事業補助金を支給します････ 7

高齢者の在宅生活を支援します･･････････････････ 9

合志市職員募集･････････････････････････････････････21

今月の主な話題

− 今月の表紙 −
　５月28日、合志小学校で開催

された運動会の１コマです。

　種目は技巧走、親子と先生が

協力してゴールへと向かいまし

た。晴天に恵まれたこの日、児童

たちの真剣な表情や笑い顔など、

素敵な表情で溢れていました。
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マ
ン
ガ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
が

や
っ
て
き
た
！

　

７
月
22
日
㈯
、
御
代
志
の
西
合

志
図
書
館
隣
に
合
志
マ
ン
ガ
ミ
ュ

ー
ジ
ア
ム
が
誕
生
し
ま
す
。
ど
ん

な
施
設
な
の
か
、
今
回
は
そ
の
魅

力
を
紹
介
し
ま
す
。

マ
ン
ガ
の
魅
力
を
生
か
し
た

ま
ち
づ
く
り

　

市
で
は
現
在
、
「
合
志
市
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」

の
基
本
目
標
の
ひ
と
つ
で
あ
る

「
稼
げ
る
地
域
産
業
を
つ
く
る
」
た

め
に
ア
ニ
メ
・
マ
ン
ガ
を
生
か
し
た

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。
こ

れ
ま
で
の
取
り
組
み
の
事
例
と
し
て

次
の
よ
う
な
事
例
が
あ
り
ま
す
。

◦
合
併
記
念
の
市
歌
『
合
志
市
音

頭
』
を
初
音
ミ
ク
が
歌
い
踊
る

動
画
の
制
作
公
開

◦
郷
土
歴
史
マ
ン
ガ
『
カ
タ
ル
パ

の
樹
〜
合
志
義
塾
も
の
が
た
り

〜
』
の
発
刊

◦
合
志
市
ク
リ
エ
イ
タ
ー
育
成
塾

の
開
講

　

こ
の
流
れ
を
受
け
て
、
市
は
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
熊
本
マ
ン
ガ
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
通
称
「
ク

マ
マ
ン
」
）
の
代
表
、
橋
本
博
さ
ん

と
協
力
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

橋
本
さ
ん
が
営
ん
で
い
た
「
古
書

キ
ラ
ラ
文
庫
」
が
長
年
集
め
た
マ

ン
ガ
本
約
７
万
冊
を
収
蔵
し
、
子

ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
多
く
の
人

が
気
軽
に
立
ち
寄
る
こ
と
が
で
き

る
マ
ン
ガ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
を
つ
く

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

既
存
の
施
設
を
活
用
し

産
学
官
連
携
で
工
夫
を
凝
ら
す

　

新
し
い
建
物
を
建
て
る
の
で
は

な
く
、
旧
西
合
志
郷
土
資
料
館
を

改
修
し
て
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
と
し
て

活
用
し
ま
す
。
利
用
者
が
く
つ
ろ

ぎ
な
が
ら
マ
ン
ガ
を
読
む
こ
と
が

で
き
る
よ
う
、
産
学
官
が
連
携
し

て
ど
う
す
れ
ば
居
心
地
の
よ
い
空

間
に
な
る
か
を
協
議
。
昨
年
か
ら

数
回
に
わ
た
っ
て
試
験
的
に
イ
ベ

ン
ト
を
開
催
し
、
マ
ン
ガ
の
種
類

や
配
置
、
来
場
者
の
年
代
や
滞
在

時
間
、
ご
意
見
、
会
場
内
で
の
動

き
方
な
ど
を
細
か
く
研
究
し
、
よ

り
多
く
の
世
代
が
心
地
よ
く
感
じ

ら
れ
る
場
所
づ
く
り
に
取
り
組
ん

で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
本
年
度
か
ら
地
域
お
こ

し
協
力
隊
員
も
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

参
加
。
畜
産
な
ど
地
域
の
産
業
に

関
す
る
マ
ン
ガ
や
食
育
に
関
す
る

マ
ン
ガ
を
集
め
る
な
ど
、
地
域
お

こ
し
の
視
点
で
考
え
た
ア
イ
デ
ア

も
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。
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１万5000冊のマンガが
読み放題

マンガ描き体験や自由研究などワクワクするイベントが満載

戦前の見たことも
ない珍しい

マンガと出会
える

落ち
着け
る縁側

風の
空間

「キュ
ーブ
」

マ
ン
ガ
で
学
ぶ
・
つ
な
が
る

　

合
志
マ
ン
ガ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
は
、

市
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ク
マ
マ
ン
、
地

域
お
こ
し
協
力
隊
が
共
同
で
つ
く

る
「
マ
ン
ガ
で
学
ぶ
、
マ
ン
ガ
で

つ
な
が
る
」
こ
と
を
目
指
し
た
施

設
で
す
。

　

近
年
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
電

子
コ
ミ
ッ
ク
の
普
及
で
マ
ン
ガ
の

本
を
手
に
取
っ
て
読
む
機
会
が
減

り
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
館
内
に
は

壁
一
面
に
１
万
５
０
０
０
冊
の
マ

ン
ガ
が
並
び
、
自
由
に
読
む
こ
と

が
で
き
ま
す
。
１
９
６
０
年
代
の

古
い
マ
ン
ガ
や
戦
時
中
の
紙
芝
居

な
ど
、
貴
重
な
資
料
か
ら
近
年
の

マ
ン
ガ
ま
で
幅
広
く
そ
ろ
え
、
子

ど
も
は
も
ち
ろ
ん
親
世
代
や
祖
父

母
の
世
代
も
楽
し
め
ま
す
。
ま
た
、

合
志
の
歴
史
が
学
べ
る
『
カ
タ
ル

パ
の
樹
〜
合
志
義
塾
も
の
が
た
り

〜
』
な
ど
、
熊
本･

合
志
の
歴
史

に
関
連
す
る
マ
ン
ガ
と
、
そ
れ
ら

に
ま
つ
わ
る
企
画
展
示
や
講
座
で

郷
土
史
学
習
を
支
援
。
歴
史
や
文

化
だ
け
で
な
く
、
哲
学
や
各
種
職

業
な
ど
幅
広
い
ジ
ャ
ン
ル
を
楽
し

み
な
が
ら
学
べ
ま
す
。

　

昔
読
ん
だ
懐
か
し
い
マ
ン
ガ
、

ま
だ
観
た
こ
と
の
な
い
マ
ン
ガ
な

ど
、
た
く
さ
ん
の
マ
ン
ガ
と
出
会

い
「
読
む
」「
観
る
」「
学
ぶ
」
を
体

験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
感
動
と
学

び
の
場
所
、
合
志
マ
ン
ガ
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
に
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

1ゆっくり座って読める「キュ
ーブ」　2「合志」の文字をイ
メージしたロゴマーク　3入口
には無料でくつろげるフリーゾ
ーンもあります

１

3

2
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マ
ン
ガ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の

３
つ
の
楽
し
み
方

1．読もう！
　1960年代から現代のマンガまで懐か

しい作品や話題のタイトルを、10年刻

みで年代ごとに読むことができます。ま

ずは自分の生まれた年代に10を足した

年代の棚に行ってみましょう。当時を思

い出す懐かしいマンガに出会えます。

3．学ぼう!!!
　食の大切さと畜産、郷土の文化と歴史

など、テーマ別マンガコーナーを設置。

また、合志マンガ義塾と題したトークイ

ベントや館内ツアーを開催します。マン

ガを通して生活と仕事の知識から哲学ま

で誰でも気軽に学べます。

2．観よう!!
　マンガ家の熊本応援色紙や企画展「日

本のマンガ100年の歩み」を展示中。戦

前から戦中の風刺画や紙芝居、絵物語、

貸本漫画など貴重な資料が並び、マンガ

の歴史が一目で分かります。ちょっとし

たタイムスリップ感が味わえます。

　私は60年以上かけてたくさんのマンガを

コレクションしてきました。子ども時代、い

じめられっ子で学校帰りは貸本店で過ごし

ていた私にとって、マンガは心の糧であり、

大事なことをたくさん教えてくれたもので

す。でも世の中のマンガは大量に作られ、

捨てられ、忘れ去られていく。それが惜し

かったのです。

　ここにはそのコレクションを元に、懐かし

の貸本漫画から月刊・週刊雑誌、そして最

近のものまでそろっています。今、マンガに

夢中になっている人はもちろん、しばらくマ

ンガから遠ざかっていた人もこのミュージア

ムに来て、マンガからたくさんのものをもら

っていた「あの頃」に戻ってみませんか。

マンガミュージアム

橋
はしもと

本　 博
ひろし

 館長

日本のマンガ100年の歩み

市ゆかりの作者が描い

たマンガもズラリ並ぶ
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 本電鉄 御代志駅 から 約 12 分

レターバス 西合志庁舎前  下車 徒歩  分

 
代
志

国
道

387

号

熊
本
電
鉄

菊
池
市

熊
本
市

西 合 志

図 書 館 合 志 市 役 所

西 合 志 庁 舎

コンビニ

カントリー

パーク

菊 池

恵 楓 園

 本市
植木方面

 

 大津町

私
た
ち
の

大
切
な
マ
ン
ガ

館内ツアー ＆ ギャラリートーク

■ 7月22日㈯　13：30〜

子どもマンガの40年
〜『ドラえもん』から『妖怪ウォッチ』まで〜

■ 7月23日㈰　13：30〜

女性マンガの40年
〜『ベルばら』から『タラレバ』まで〜

■ 7月29日㈯　13：30〜

『少年ジャンプ』50年史
〜『ハレンチ学園』から『ヒロアカ』まで〜

■ 7月30日㈰　13：30〜

心に触れるマンガ
〜コミックセラピー／哲学マンガ〜

8月以降もマンガで自由研究やマンガ描き体験など、

楽しいイベントを開催予定です。

【開館時間】 
10：00〜18：00

【休 館 日】
月曜(祝日の場合は翌平日)、
毎月末日、年末年始

※マンガの貸し出しはしていません。

【入 場 料】
大人・大学生 300円
中学・高校生 100円
小学生以下 無料

【所 在 地】
御代志1661‐271
☎273‐6766

合志市ふるさと大使
（プロキックボクサー）

谷
た に や ま

山 佳
か な こ

菜子 さん

熊本県立大学４年生

坂
さ か ぐ ち

口　美
み か

果 さん

副市長

濱
は ま だ

田　善
よ し な り

也

西合志中央小学校５年生

森
も り た

田　冬
と う や

弥 さん

南ヶ丘小学校

二
に ど の

殿 一
か ず み

身 校長

西合志南小学校

髙
た か も と

本 孝
こ う い ち

一 校長

７月のイベント

アクセスマップ

天下無双を

目指す中で

自分の道をひたすら

追求していく姿に

自分自身を

重ねています。

優しさと強さを

あわせ持つ伊達直人

（タイガーマスク）に

憧れました。貸本屋に

少年マガジンが届くのを

心待ちにしていた

中学生でした。

才能があること、

恋が実ることが

絶対的な幸せではない。

ただの恋愛ものとは

一線を画していて、

青春がぎゅっと

凝縮された一冊。

ヒーローものだけど

ギャグが多くて面白い。

主人公がパンチ一発で

怪物を倒していく姿が

とても格好良い。

学生時代は

野球をしていて、

目標は登場人物の

谷口キャプテンでした。

読むと元気になる

マンガです。

●大切なマンガ

　『キャプテン』

●大切なマンガ

　『バガボンド』

●大切なマンガ

　『タイガーマスク』

●大切なマンガ  

　『ハチミツとクローバー』

●大切なマンガ

　『ワンパンマン』

仲間と

熱心に練習を重ねて

上達するストーリーに

心を打たれました。

努力の大切さを

教えられます。

●問い合わせ先

　政策課　政策班（合志庁舎）☎248‐1028
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●
市
内
の
体
育
施
設
の
改
修
状
況

　

昨
年
の
熊
本
地
震
本
震
に
よ
り
、
市
内
の

体
育
施
設
が
大
き
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
活
動
や
イ
ベ
ン
ト
開
催
な
ど
で
多

く
の
皆
さ
ん
が
利
用
し
て
い
ま
し
た
が
、
現

●
人
材
（
財
）
バ
ン
ク
と
は

　

専
門
知
識
や
技
能
を
持
ち
、
積
極
的
に
地

域
に
役
立
て
た
い
と
思
っ
て
い
る
人
を
登

録
・
公
表
し
、
学
び
た
い
人
へ
紹
介
す
る
制

度
で
す
。

●
登
録
者

　

指
導
が
で
き
る
人
や
団
体
で
あ
れ
ば
、
市

内
外
を
問
わ
ず
誰
で
も
登
録
で
き
ま
す
。
た

だ
し
、
宗
教
・
政
治
活
動
を
目
的
と
す
る
場

合
や
営
利
目
的
で
の
登
録
は
で
き
ま
せ
ん
。

在
も
復
旧
工
事
中
の
た
め
、
施
設
が
開
放
で

き
な
い
状
態
が
続
い
て
い
ま
す
。
利
用
再
開

時
期
な
ど
、
多
数
問
い
合
わ
せ
が
寄
せ
ら
れ

て
い
ま
す
の
で
、
現
在
の
状
況
と
利
用
再
開

時
期
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

市
内
体
育
施
設
の
改
修
状
況
と
開
放
時
期

教
え
た
い
人
と
学
び
た
い
人
を
つ
な
ぐ

人
材
（
財
）
バ
ン
ク
を
利
用
し
ま
せ
ん
か

▼
問
い
合
わ
せ
先 

生
涯
学
習
課　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
班（
御
代
志
市
民
セ
ン
タ
ー
）

 

☎（
２
４
２
）１
１
９
０

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先 

企
画
課　

企
画
広
報
班（
合
志
庁
舎
）

 

☎（
２
４
８
）１
８
１
３

●改修中の体育施設

施設名 利用再開時期

総合センター
ヴィーブル（総合体育館、
トレーニングルーム）

平成30年４月

※安全を確認しながら一部早めに開

放する場合があります。

西合志体育館 平成30年３月

1メインアリーナ天井裏

2たくさんの備品が積んである通路

3足場が組まれたサブアリーナ

4水漏れしている通路天井

5ずらりと足場が並ぶメインアリーナ

１

３

２

４

５

●
利
用
方
法

①
利
用
者
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
登
録
者

を
確
認
し
、
希
望
の
内
容
を
企
画
課
へ
申

し
込
み
ま
す
。

②
企
画
課
か
ら
登
録
者
へ
確
認
後
、
利
用
者

へ
紹
介
し
ま
す
。

③
企
画
課
か
ら
紹
介
後
は
、
登
録
者
と
利
用

者
で
詳
し
い
内
容
を
協
議
し
、
実
際
に
学

習
を
実
施
し
ま
す
。

●
申
込
方
法

　

登
録
者
は
登
録
申
込
書
、
利
用
者
は
利
用

申
込
書
を
記
入
し
、
企
画
課
へ
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。
申
込
書
は
企
画
課
窓
口
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

主な登録内容

着物の着付け教室

健康増進運動

メンタルヘルス対策

書道の指導

ボウリングの指導

出張パソコン教室

家庭で出来る防災術の指導

能の指導、鑑賞の仕方

庭木の剪定指導

市
登録者をホームページで公開

利用者に登録者を紹介

登録者
知識や技能を
持っている人

利用者
学びたいと

思っている人

学習の実施

講師依頼 講師紹介

登録申込 利用申込
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認
可
外
保
育
施
設
に
入
所
し
て
い
る
児
童

の
保
育
料
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

●
対
象
と
な
る
人

　

次
の
要
件
を
全
て
満
た
す
人

◦
市
内
に
住
民
登
録
し
、
在
住
す
る
人

◦
認
可
保
育
施
設
の
入
所
要
件
を
満
た
し
申

し
込
ん
だ
が
、
入
所
で
き
ず
待
機
し
て
い

る
こ
と
（
保
留
通
知
を
持
っ
て
い
る
人

で
、
両
親
と
も
就
労
中
な
ど
で
あ
る
こ

と
。
求
職
中
の
人
は
対
象
外
）

◦
月
単
位
契
約
で
、
児
童
が
認
可
外
保
育
施

設
に
月
64
時
間
以
上
か
つ
13
日
以
上
通
っ

て
い
る
こ
と
（
一
時
預
か
り
や
延
長
保

育
、
月
途
中
の
入
所
・
退
所
は
除
く
）

●
対
象
と
な
ら
な
い
人

◦
通
所
で
き
る
認
可
保
育
施
設
な
ど
が
あ
り

な
が
ら
、
保
護
者
の
個
人
的
理
由
で
入
所

し
な
か
っ
た
人
（
辞
退
し
た
場
合
も
）

◦
入
所
希
望
の
保
育
施
設
が
少
な
い
人
（
特
別

な
理
由
を
除
き
、
第
６
希
望
未
満
）
の
人

◦
市
税
な
ど
を
滞
納
し
て
い
る
人

●
対
象
施
設

　

保
育
所
業
務
を
目
的
と
す
る
施
設
で
、
県

　

国
民
年
金
に
は
、
経
済
的
な
理
由
な
ど
で

保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
に
、

申
請
に
よ
り
保
険
料
の
納
付
が
免
除
ま
た
は

猶
予
さ
れ
る
３
種
類
の
制
度
が
あ
り
ま
す
。

保
険
料
免
除
制
度
（
全
額
・
一
部
）

　

保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
困
難
な
と
き
に

利
用
で
き
る
制
度
で
す
。
申
請
が
承
認
さ
れ

る
と
保
険
料
納
付
の
全
額
ま
た
は
一
部
（
４

分
の
３
、
２
分
の
１
、
４
分
の
１
）
が
免
除

さ
れ
ま
す
。
保
険
料
免
除
の
審
査
対
象
者

は
、
本
人
と
配
偶
者
、
世
帯
主
で
す
。

20
歳
〜
49
歳
の
人
は
納
付
猶
予
制
度

　

本
人
が
20
歳
〜
49
歳
の
と
き
に
利
用
で
き

る
制
度
で
す
。
申
請
が
承
認
さ
れ
る
と
保
険

料
の
全
額
に
つ
い
て
納
付
が
猶
予
さ
れ
ま

す
。
納
付
猶
予
の
審
査
対
象
者
は
、
本
人
と

配
偶
者
で
す
。

学
生
納
付
特
例
制
度

　

本
人
が
学
生
の
と
き
に
利
用
で
き
る
制
度

で
す
。
申
請
が
承
認
さ
れ
る
と
保
険
料
の
全

ま
た
は
熊
本
市
へ
届
け
出
を
し
た
認
可
外

保
育
施
設
。
（
施
設
の
所
在
は
合
志
市
外

も
含
む
）
事
業
所
内
保
育
施
設
や
英
会
話

な
ど
を
主
目
的
と
す
る
施
設
は
除
き
ま
す
。

●
補
助
対
象
経
費

　

保
護
者
が
負
担
し
た
保
育
料
月
額
と
昼
食

代
の
合
計
額(

延
長
料
金
は
含
ま
ず)

●
補
助
額

　

補
助
対
象
経
費
か
ら
、
認
可
保
育
施
設
に

入
所
し
た
場
合
の
保
育
料
月
額
相
当
額
を

差
し
引
い
た
額(

上
限
は
月
額
２
万
円)

●
申
込
方
法

　

申
請
書
を
提
出
ま
た
は
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

※
申
請
書
は
子
育
て
支
援
課
、
市
民
課
（
合
志

庁
舎
）、
各
支
所
に
あ
り
ま
す
。
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。

●
申
込
期
限

◦
４
月
〜
７
月
通
園
分
…
８
月
21
日
㈪

◦
８
月
〜
11
月
通
園
分
…
12
月
20
日
㈬

◦
12
月
〜
平
成
30
年
３
月
通
園
分

･
･

…
平
成
30
年
４
月
20
日
㈮

●
申
込
場
所

　

子
育
て
支
援
課
・
市
民
課
・
各
支
所

額
に
つ
い
て
納
付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

　

学
生
納
付
特
例
の
審
査
対
象
者
は
、
本
人

の
み
で
す
。

　

い
ず
れ
も
審
査
対
象
者
の
前
年
所
得
が
一

定
額
以
下
の
場
合
に
は
、
申
請
に
よ
り
適
用

を
受
け
ら
れ
ま
す
。
離
職
者
、
震
災
・
風
水

害
な
ど
の
被
災
者
は
所
得
に
関
係
な
く
当
て

は
ま
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
申
請
時
点
の
２
年
１
カ
月
前
の
月

分
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
申
請
で
き
ま
す
。

　

保
険
料
を
未
納
の
ま
ま
放
置
す
る
と
、
将

来
の
老
齢
基
礎
年
金
や
、
い
ざ
と
い
う
と
き

の
障
害
基
礎
年
金
、
遺
族
基
礎
年
金
を
受
け

取
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

保
険
料
を
必
ず
納
付
す
る
か
、
納
付
す
る

こ
と
が
困
難
な
場
合
に
は
免
除
の
申
請
を
し

ま
し
ょ
う
。

待
機
児
童
支
援
助
成
事
業
補
助
金
を
支
給
し
ま
す

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
制
度

平
成
29
年
度
分
の
免
除
・
納
付
猶
予
申
請
が
で
き
ま
す

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先 

子
育
て
支
援
課（
西
合
志
庁
舎
）

 

☎（
２
４
２
）１
１
５
９

▼
問
い
合
わ
せ
先 

健
康
づ
く
り
推
進
課　

国
保
年
金
班（
西
合
志
庁
舎
）

 
 

☎(

２
４
２)

１
１
８
３

 

熊
本
西
年
金
事
務
所 

☎(

３
５
５)

３
２
６
１
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高
額
介
護
（
予
防
）
サ
ー
ビ
ス
費
と
は

　

同
じ
月
に
利
用
し
た
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス

利
用
費
負
担
額
（
１
割
ま
た
は
２
割
）
の
合

計
が
下
表
の
自
己
負
担
上
限
額
を
超
え
た
と

き
に
払
い
戻
さ
れ
る
制
度
で
す
。

８
月
か
ら
の
変
更
点

　

８
月
以
降
の
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
利
用
分

か
ら
、
市
県
民
税
課
税
世
帯
の
人
の
自
己
負

担
上
限
額
が
３
７
、
２
０
０
円
か
ら
４
４
、

４
０
０
円
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。

　

た
だ
し
、
同
一
世
帯
の
全
て
の
65
歳
以
上

の
人
の
利
用
者
負
担
割
合
が
１
割
の
世
帯
に

つ
い
て
は
、
時
限
措
置
と
し
て
平
成
29
年
８

月
か
ら
３
年
間
、
年
間
上
限
額
４
４
６
、
４

０
０
円
（
３
７
、
２
０
０
円
×
12
カ
月
）
が

設
け
ら
れ
ま
す
。
（
別
途
申
請
が
必
要
で
す

の
で
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
）

●
支
給
申
請
手
続
き

　

初
め
て
高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
の
対
象
と

な
っ
た
人
に
は
、
申
請
書
を
送
付
し
ま
す
の

で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
既
に
申
請
し
て
い

る
人
は
手
続
き
を
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
申
請
窓
口

　

高
齢
者
支
援
課
・
市
民
課（
合
志
庁
舎
）・
各
支
所

高
額
療
養
費
と
は

　

同
じ
月
の
自
己
負
担
額
（
１
割
ま
た
は
３

割
）
の
合
計
が
下
表
の
自
己
負
担
限
度
額
を

超
え
た
と
き
に
払
い
戻
さ
れ
る
制
度
で
す
。

８
月
か
ら
の
変
更
点

●
現
役
並
み
所
得
者

　

外
来
分
に
つ
い
て
、
現
行
の
４
４
、
４
０

０
円
か
ら
５
７
、
６
０
０
円
に
引
き
上
げ
ら

れ
ま
す
。

●
一
般

　

外
来
分
に
つ
い
て
、
現
行
の
１
２
、
０
０

０
円
か
ら
１
４
、
０
０
０
円
に
引
き
上
げ
ら

れ
る
と
と
も
に
、
新
た
に
、
自
己
負
担
額
の

年
間
（
８
月
１
日
か
ら
翌
年
７
月
31
日
ま
で

の
間
）
の
合
計
額
に
対
し
て
１
４
４
、
０
０

０
円
の
限
度
額
が
新
た
に
設
け
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
入
院
分
に
つ
い
て
、
現
行
の
４

４
、
４
０
０
円
か
ら
５
７
、
６
０
０
円
に
引

き
上
げ
ら
れ
る
と
と
も
に
、
多
数
該
当
４

４
、
４
０
０
円
の
限
度
額
が
新
た
に
設
け
ら

れ
ま
す
。

●
申
請
窓
口

　

高
齢
者
支
援
課
・
市
民
課（
合
志
庁
舎
）・
各
支
所

※
１　

過
去
12
カ
月
以
内
に「
外
来
＋
入
院
」

の
限
度
額
を
超
え
た
支
給
が
４
回
以
上
あ
っ

た
場
合
、
４
回
目
以
降
は
４
４
、
４
０
０
円

と
な
り
ま
す
。

８
月
か
ら
高
額
介
護
（
予
防
）
サ
ー
ビ
ス
の

自
己
負
担
上
限
額
が
一
部
変
わ
り
ま
す

８
月
か
ら
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の

高
額
療
養
費
制
度
が
一
部
変
わ
り
ま
す

▼
問
い
合
わ
せ
先 

高
齢
者
支
援
課　

高
齢
者
保
険
班(

西
合
志
庁
舎)

 

☎（
２
４
２
）１
１
０
９

▼
問
い
合
わ
せ
先 

高
齢
者
支
援
課　

高
齢
者
保
険
班(

西
合
志
庁
舎)

 

☎（
２
４
２
）１
１
０
９

区　　　分
自己負担上限額（月額）

平成29年7月まで 平成29年8月以降

現役並み所得相当の人 44,400円（世帯） 44,400円（世帯）

市県民税課税世帯の人 37,200円（世帯） 44,400円（世帯）

世帯の全員が市県民税非課税の人 24,600円（世帯） 24,600円（世帯）

・老齢福祉年金受給者の人
・前年の合計所得金額と課税年

金収入額の合計が年間80万
円以下の人

24,600円（世帯）
15,000円（個人）

24,600円（世帯）
15,000円（個人）

生活保護を受給している人 15,000円（個人） 15,000円（個人）

所得区分
自己負担限度額（月額）

外来（個人単位） 外来＋入院（世帯単位）

現役並み
所得者

57,600円

80,100円
総医療費が267,000円を超えた場合は

（総医療費−267,000円）×1%を加算

4回目以降　44,400円※1

一般
14,000円

（年間14.4万円の

上限）

57,600円

4回目以降　44,400円※1

区分Ⅱ 8,000円 24,600円

区分Ⅰ 8,000円 15,000円
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リハビリの専門家に運動ノウハウを学ぶ

介護予防のモデル団体募集

国民健康保険

限度額認定証の更新を忘れずに

　「健康、介護予防のために運動をしたいけど、何を

すればいいか分からない」「運動のプロに効果的な運

動方法を教えてもらいたい」「いつまでも元気に過ご

したい」という意欲を持った団体に、リハビリ専門職

（理学療法士または作業療法士）を派遣し、運動のノ

ウハウを教えます。

　派遣終了後は自分たちだけで運動を継続し、介護予

防につなげることが目標です。

　合志市国民健康保険加入者で限度額適用認定証の

交付を受けている人は、医療機関の窓口に保険証と認

定証を提示することで、一部負担金の支払いが限度額

までとなります。この認定証は、７月31日㈪で有効

期限が切れますので、８月に更新手続が必要です。認

定証をお持ちの人へ７月下旬に更新のお知らせを郵送

しますので、新しい認定証が必要な場合は８月に入っ

てから手続きをお願いします。

　なお、高齢受給者証は、７月中旬に対象者全員に郵

送しますので手続きは不要です。

●申し込み・問い合わせ先

　高齢者支援課　包括支援センター班（西合志庁舎）

　☎242‐1124

●問い合わせ先

　健康づくり推進課　国保年金班（西合志庁舎）

　☎242‐1183

●対象　４団体（申し込み多数の場合は抽選）

◦65歳以上の市民で構成する10〜30人程度の団体

◦月に１回以上、定期的に開催している団体

◦地区公民館など自分たちで会場を確保できる団体

※すでに専門職からの支援を受けている団体は除きます。

●派遣方法

月に１度、団体の活動日にリハビリ専門職を派遣し、

その団体に合った運動指導を行ないます。（５回）

●申込期限　８月10日㈭

認
知
症
高
齢
者
家
族
や
す
ら
ぎ
支
援
事
業

　

認
知
症
の
高
齢
者
を
自
宅
で
介
護
す
る
家

族
が
外
出
し
、
支
援
が
必
要
な
場
合
に
は
、

や
す
ら
ぎ
支
援
員
が
訪
問
し
、
見
守
り
を
行

な
い
ま
す
。

●
対
象

　

日
常
生
活
自
立
度
判
定
基
準
ラ
ン
ク
Ⅰ
か

ら
ラ
ン
ク
Ⅱ
ｂ
、
ま
た
は
こ
れ
に
準
じ
る

高
齢
者
を
在
宅
で
介
護
し
て
い
る
家
族

●
利
用
料　

１
回
１
時
間
当
た
り
１
５
０
円

　

（
１
回
当
た
り
４
時
間
ま
で
）

在
宅
高
齢
者
家
族
介
護
用
品
給
付
事
業

　

要
介
護
度
３
以
上
で
紙
お
む
つ
な
ど
が
必

要
な
高
齢
者
を
在
宅
で
介
護
し
て
い
る
家
族

に
対
し
、
介
護
用
品
を
給
付
し
ま
す
。

◦
給
付
す
る
用
品

　

紙
お
む
つ
、
尿
取
り
パ
ッ
ト
、
使
い
捨
て

手
袋
、
清
拭
剤
、
ド
ラ
イ
シ
ャ
ン
プ
ー

◦
給
付
限
度
額

　

１
カ
月
当
た
り
４
、
５
０
０
円

※
給
付
限
度
額
を
超
え
た
分
は
自
己
負
担
。

※
介
護
用
品
の
受
け
取
り
は
市
の
指
定
薬
局
店

に
な
り
ま
す
。

在
宅
高
齢
者
安
心
確
保
事
業

　

一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
で
転
倒
の
危
険
性

が
高
い
人
や
発
作
な
ど
で
命
が
危
ぶ
ま
れ
る
人

の
自
宅
に
、
緊
急
通
報
装
置
を
設
置
し
ま
す
。

　

通
報
装
置
は
、
主
に
緊
急
時
の
通
報
受
付

や
定
期
的
な
安
否
確
認
な
ど
を
行
な
う
機
械

で
す
。

●
利
用
料　

無
料

※
設
置
時
に
７
、
０
２
０
円
か
か
り
ま
す
。

※
固
定
電
話
の
回
線
（
回
線
使
用
料
は
自
己
負

担
）
が
必
要
で
す
。

食
の
自
立
支
援
事
業

　

一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
や
高
齢
者
の
み
の

世
帯
で
、
調
理
が
困
難
な
人
へ
定
期
的
な
配

食
サ
ー
ビ
ス
を
行
な
い
ま
す
。

●
利
用
料　

１
食　

４
５
０
円

高
齢
者
の
在
宅
生
活
を
支
援
し
ま
す

▼
問
い
合
わ
せ
先 

高
齢
者
支
援
課　

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
班(

西
合
志
庁
舎)

 

☎（
２
４
２
）１
１
２
４
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（％）

債
務
残
高
の
国
際
比
較

　

図
４
は
債
務
残
高
の
対
Ｇ
Ｄ
Ｐ

（
※
１
）
の
国
際
比
較
で
す
。
日
本

は
先
進
国
・
経
済
大
国
の
一
つ
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
実
は
先
進

国
の
中
で
突
出
し
て
こ
の
比
率
が

高
く
、
既
に
財
政
破
綻
し
た
ギ
リ

シ
ャ
よ
り
も
高
い
状
況
で
す
。

　

私
た
ち
の
暮
ら
し
が
借
金
の
上

に
成
り
立
っ
て
い
る
こ
と
が
示
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
を
改
善
す

る
こ
と
は
容
易
な
こ
と
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
ま
ず
は
政
治
や
行
政
に

国
民
一
人
一
人
が
関
心
を
持
つ
こ

と
が
大
き
な
鍵
で
す
。

　

次
回
は
債
務
（
借
金
）
が
増
え

た
背
景
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。

※
１　

国
内
で
生
み
だ
さ
れ
た
財
・

サ
ー
ビ
ス
の
付
加
価
値
の
総
額

「
ど
う
す
る
財
政
？
」
シ
リ
ー
ズ
②

皆
さ
ん
は
国
の
財
政
状
況
を
知
っ
て
い
ま
す
か

▼
問
い
合
わ
せ
先 

財
政
課　

財
政
班(

合
志
庁
舎)

 

☎（
２
４
８
）１
６
６
７

　

先
月
号
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
本

シ
リ
ー
ズ
。
１
回
目
は
少
子
・
高

齢
化
と
人
口
減
少
社
会
が
財
政
に

与
え
る
影
響
に
つ
い
て
考
え
て
み

ま
し
た
。
今
回
は
国
の
財
政
に
つ

い
て
考
え
ま
す
。

国
に
頼
ら
ず
財
政
運
営
を
行
な
う

自
治
体
は
3.4
％

　

日
本
の
市
町
村
は
１
、
７
１
８

団
体
あ
り
ま
す
が
、
国
か
ら
の
交

付
金
に
頼
ら
ず
運
営
し
て
い
る
市

町
村
（
不
交
付
団
体
）
は
、
平
成

27
年
度
で
わ
ず
か
59
団
体
で
す
。

本
市
は
約
65
％
の
財
源
を
国
に
依

存
し
て
い
ま
す
が
、
同
様
に
全
国

の
96
・
6
％
の
市
町
村
は
財
源
の

多
く
を
国
に
依
存
し
て
い
ま
す
。

　

で
は
、
市
町
村
の
財
政
を
支
え

て
い
る
国
は
そ
ん
な
に
財
源
が
豊

か
な
の
で
し
ょ
う
か
。
図
１
は
国

の
一
般
会
計
予
算
の
推
移
で
す
。

　

上
の
折
れ
線
が
歳
出
、
下
の
折

れ
線
が
税
収
で
す
。
既
に
40
年
以

上
前
か
ら
歳
出
が
税
収
を
上
回
っ

て
お
り
、
特
に
平
成
元
年
以
降
は

経
済
成
長
が
低
迷
・
減
少
傾
向
に

な
っ
て
も
歳
出
だ
け
が
増
え
続
け

て
い
る
状
態
で
す
。

【図１】国の一般会計予算における歳出・歳入の推移

【図３】国債発行残高の推移

【図２】平成28年度の国の予算額（96兆7,218億円）

【図４】債務残高の国際比較（対GDP比）

※図１、図３、図４は財務省ホームページ公表資料をもとに作成。

国
の
借
金
は
こ
の
20
年
で
４
倍
に

　

図
２
は
平
成
28
年
度
の
国
の
一

般
会
計
当
初
予
算
の
状
況
で
す
。

総
額
は
96
兆
７
２
１
８
億
円
の
予

算
で
す
が
、
税
収
は
57
兆
６
、
０

４
０
億
円
を
見
込
み
、
新
た
に
34

兆
４
、
３
２
０
億
円
の
借
金
を
す

る
こ
と
で
運
営
し
て
い
ま
す
。
借

金
は
収
入
全
体
の
35
・
６
％
を
占

め
、
現
在
も
増
え
続
け
て
い
ま
す
。

　

図
３
は
財
務
省
が
公
表
し
た
国

債
発
行
残
高
の
累
積
額
で
す
。
平

成
６
年
度
末
に
２
０
７
兆
円
だ
っ

た
借
金
が
平
成
28
年
度
末
に
は
８

３
８
兆
円
に
達
し
、
約
20
年
間
で

４
倍
に
な
り
、
毎
年
過
去
最
高
額

を
更
新
し
て
い
ま
す
。
し
か
も
、

こ
の
状
況
は
今
後
も
続
く
と
見
込

ま
れ
て
お
り
、
債
務
残
高
は
国
の

税
収
の
約
15
年
分
で
す
。
こ
れ
を

国
民
１
人
当
た
り
に
換
算
す
る
と
、

約
６
６
４
万
円
の
借
金
を
抱
え
て

い
る
計
算
に
な
り
ま
す
。

歳出額

一般会計税収の約15年分に相当
（平成28年度一般会計税収予算額：約58兆円）

税収額

国債発行額

歳出が税収を

上回っている

不足する

財源を補うための

国債

120

900

800

700

600

500

400

300

200

100

0

（兆円）

（兆円）

100

80

60

40

20

昭和50

昭和40 50 60

60

60.1

100.7

52

平成元年

平成元年

10

10

20

20

（年度）

（年度末）

平成28年度末公債残高
約838兆円

↓
国民１人当たり　約664万円
４人家族で　約2,656万円

※勤労者世帯の平均年間可処分所得
約508万円

（平均世帯人員　3.40人）

0

歳
出

借金返済
23兆6,121億円

政策にかかる費用 73兆1,097億円
◦社会保障費 31兆9,738億円
◦自治体への交付金 15兆2,811億円など

歳
入

新たな借金
34兆4,320億円

国民が納める税金
57兆6,040億円

税金以外の収入
４兆6,858億円
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■実績値

12,55112,551 12,66012,660

13,33213,332
13,58213,582 13,74013,740

13,89613,896

14,31514,315

12,94712,947

１人１日当たりのごみの量１人１日当たりのごみの量

うち、可燃ごみの実績値うち、可燃ごみの実績値

ごみの年間排出量ごみの年間排出量

539539 532532 539539 545545 545545 543543 540540 543543

465465 461461 462462 466466 467467 468468 464464 461461

12,55112,55112,66012,660
12,94712,947

13,33213,332
13,58213,58213,74013,740

13,89613,896
14,31514,315

可燃ごみ可燃ごみ
10,284㌧10,284㌧

（85％）（85％）

資源物資源物
1,516㌧1,516㌧

（12％）（12％）

その他その他
323㌧323㌧

（3%）（3%）

家庭ごみ家庭ごみ
12,123㌧12,123㌧
（85％）（85％）

事業ごみ事業ごみ
2,192㌧2,192㌧

（15％）（15％）

15,000

14,000

13,000

12,000

11,000

10,000

9,000

700

650

600

550

500

450

400

15,000

14,000

13,000

12,000

11,000

10,000

9,000

21年度

21年度

22年度

22年度

23年度

23年度

24年度

24年度

25年度

25年度

26年度

26年度

27年度

27年度

28年度

28年度

　

有
明
海
な
ど
の
海
の
環
境
悪
化

が
社
会
問
題
と
な
っ
た
こ
と
を
き

っ
か
け
と
し
て
始
ま
っ
た
活
動
で
、

県
内
各
地
で
河
川
や
海
岸
の
清
掃

活
動
な
ど
が
行
な
わ
れ
、
市
で
も

例
年
河
川
の
美
化
活
動
を
行
な
っ

て
い
ま
す
。
本
年
度
も
美
化
活
動

を
計
画
し
ま
し
た
の
で
ご
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

●
と
き

　

７
月
22
日
㈯　

午
前
７
時
〜

※
雨
天
中
止
の
際
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
午
前
６
時
ご
ろ
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

●
と
こ
ろ　

◦
上
生
川
（
中
尾
橋
付
近
）

◦
塩
浸
川
（
城
戸
内
橋
〜
江
良
橋

　

付
近
）

●
集
合
場
所

　

上
生
川
…
沖
田
橋

　

塩
浸
川
…
Ｊ
Ａ
上
庄
倉
庫
前

　
　
　
　
　

栄
体
育
館

　

平
成
28
年
度
の
ご
み
の
年
間
排
出

量
は
１
４
、
３
１
５
㌧
で
し
た
。
熊

本
地
震
の
影
響
も
あ
り
、
昨
年
度
よ

り
４
１
９
㌧
増
加
し
て
い
ま
す
。
１

人
１
日
当
た
り
の
ご
み
の
量
は
、
５

４
３
㌘(

５
０
０
㎖
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

１
本
分)
で
、
３
㌘
増
え
ま
し
た
。

　

可
燃
ご
み
だ
け
を
見
る
と
１
人
１

日
当
た
り
４
６
１
㌘
で
昨
年
度
よ
り

３
㌘
減
少
。
平
成
26
年
度
を
ピ
ー
ク

に
減
少
傾
向
に
あ
り
、
少
し
ず
つ
取

り
組
み
の
成
果
が
表
れ
て
い
ま
す
。

家
庭
か
ら
出
る
ご
み
の

約
85
％
は
可
燃
ご
み

　

可
燃
ご
み
に
は
、
紙
類
な
ど
の
資

源
物
が
多
く
混
ざ
っ
て
い
ま
す
。
資

源
物
に
な
る
も
の
は
資
源
物
の
袋
で

出
す
か
、
地
域
の
資
源
物
回
収
団
体

に
引
き
渡
す
こ
と
で
可
燃
ご
み
の
量

を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
家
庭
か
ら
出
る
可
燃
ご
み

の
多
く
は
生
ご
み
で
す
が
、
こ
の
生

ご
み
の
約
80
％
は
水
分
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
生
ご
み
を
出
す
前
に
、
一

絞
り
し
て
水
切
り
を
行
な
う
な
ど
、

手
間
を
少
し
加
え
る
こ
と
で
ご
み
の

量
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

「
く
ま
も
と
・
み
ん
な
の
川
と

海
づ
く
り
デ
ー
」
河
川
美
化
活
動

ご
み
の
減
量
化
を

進
め
ま
し
ょ
う

１
人
１
日
当
た
り
ご
み
を

５
４
３
㌘
出
し
て
い
ま
す

ご
み
の
量
（
ｔ
）

（
ｇ
）

（
ｔ
）

ごみの年間排出量

ごみの量の推移

家庭から出るごみの内訳 平成28年度ごみの内訳

環境衛生課（合志庁舎）☎248−1202問い合わせ先

環境      通信
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私
は
昨
年
10
月
か
ら
人
権
擁
護
委
員

と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。
主
な
役
割

は
、
人
権
相
談
や
、
自
治
体
が
実
施
す

る
人
権
啓
発
行
事
へ
の
参
加
で
す
。

　

そ
う
し
た
活
動
の
中
で
昨
年
12
月
、

人
権
擁
護
委
員
協
議
会
で
「
耳
の
障
が

い
者
に
つ
い
て
」
と
い
う
講
演
を
聴
き

ま
し
た
。　

聞
こ
え
方
に
つ
い
て
の
話

で
し
た
が
、
普
段
、
何
気
な
く
会
話
を

し
て
い
る
と
き
の
自
分
の
声
と
、
自
分

の
声
が
録
音
さ
れ
て
聞
こ
え
て
く
る
声

と
は
、
ど
う
し
て
違
っ
て
聞
こ
え
る
の

か
と
い
う
内
容
で
し
た
。

　

普
段
私
た
ち
が
聞
い
て
い
る
音
は
耳

の
外
耳
（
が
い
じ)

を
通
っ
て
外
か
ら

聞
こ
え
て
く
る
音
で
あ
り
、
自
分
が
発

す
る
声
の
音
は
体
の
内
部
の
声
帯
か
ら

中
耳(

ち
ゅ
う
じ)

を
通
っ
て
脳
に
送
ら

れ
る
た
め
、
音
の
伝
わ
り
方
が
異
な
る

の
だ
そ
う
で
す
。
そ
の
た
め
、
内
耳
の

器
官
に
障
が
い
が
生
じ
る
と
自
分
の
声

が
聞
こ
え
な
い
こ
と
も
あ
り
、
う
ま
く

発
音
で
き
て
も
、
相
手
の
言
葉
を
聞
い

て
理
解
で
き
る
人
は
多
く
な
い
そ
う
で

す
。

　

特
に
聴
覚
に
障
が
い
の
あ
る
人
は
人

と
接
す
る
こ
と
に
苦
慮
し
て
い
る
こ
と

も
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

　

普
段
の
何
気
な
い
会
話
の
中
で
も
相

手
を
不
快
に
す
る
言
葉
、
傷
つ
け
る
言

葉
を
発
し
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

そ
れ
に
気
付
く
こ
と
が
で
き
れ
ば
そ
の

場
で
言
い
直
す
こ
と
も
で
き
ま
す
が
、

そ
う
で
な
い
場
合
も
あ
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
相
手
の
立
場
に
立
ち
、

相
手
を
思
い
や
る
心
を
持
っ
て
接
す
る

こ
と
が
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。

　

人
権
擁
護
委
員
と
し
て
、
多
く
の
人

た
ち
と
交
流
を
深
め
、
見
方
を
広
め
な

が
ら
差
別
に
気
付
く
力
を
身
に
付
け

て
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
お
役
に
立
て
る

よ
う
努
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

人権擁護委員

上
うえはら

原　哲
て つ や

也
（新開）

人
権
よ
も
や
ま
話

夏

号

男
女
共
同
参
画
推
進
懇
話
会

委
員　

森も
り　
　

泉
い
ず
み

　

私
は
母
子
保
健
推
進
員
と
し
て
男
女

共
同
参
画
推
進
懇
話
会
に
参
加
し
て
い

ま
す
。
以
前
は
、
広
報
紙
に
男
女
共
同

参
画
と
い
う
言
葉
が
あ
っ
て
も
あ
ま
り

関
心
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
懇
話
会

に
参
加
し
、
無
理
な
く
社
会
と
関
わ
る

こ
と
の
で
き
る
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
社
会

を
身
近
に
感
じ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

現
在
、
母
子
保
健
推
進
員
と
し
て
乳

幼
児
健
診
に
来
る
お
子
さ
ん
の
見
守
り

を
し
て
い
ま
す
。
健
診
に
来
る
の
は
お

母
さ
ん
が
多
い
中
、
お
父
さ
ん
や
お
じ

い
ち
ゃ
ん
も
来
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

先
日
、
３
人
の
女
の
子
と
お
父
さ
ん

が
ブ
ロ
ッ
ク
で
遊
ん
で
い
た
と
こ
ろ
、

元
気
の
い
い
男
の
子
が
入
っ
て
き
ま
し

た
。
「
男
の
子
は
難
し
い
な
ぁ･･･

」
と

お
父
さ
ん
が
言
わ
れ
た
の
で
、
「
パ
パ

も
男
性
で
す
よ
ね
」
と
声
を
掛
け
た
と

こ
ろ
、
ハ
ッ
と
し
た
様
子
。
そ
の
後

は
、
男
の
子
も
一
緒
に
み
ん
な
笑
顔
で

ブ
ロ
ッ
ク
遊
び
を
し
ま
し
た
。
最
後

は
、
大
人
も
子
ど
も
も
「
今
日
は
楽
し

か
っ
た
ね
」
と
言
っ
て
帰
っ
て
行
き
ま

し
た
。

　

乳
幼
児
期
は
、
偏
っ
た
先
入
観
が
な

い
生
ま
れ
た
ま
ま
の
自
然
の
魂
を
持
っ

て
い
る
た
め
、
男
女
関
係
な
く
、
平
等

に
さ
ま
ざ
ま
な
人
た
ち
と
一
緒
に
遊
べ

る
素
晴
ら
し
い
時
期
だ
と
思
い
ま
す
。

素
敵
な
こ
の
時
期
を
い
つ
ま
で
も
大
切

に
し
て
ほ
し
い
で
す
。

素
敵
な
人
生
　
素
敵
な
パ
ー
ト
ナ
ー
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市民のひろば

　３月12日、山鹿市で開催された山下泰裕記念熊本県

少年柔道大会で市内で活動する真心館少年柔道クラブ

の子どもたちが４・５年生女子団体の部にオール４年

生のチームで挑み、３位に輝きました。

　これまで厳しい練習を積み重ねてきた子どもたちは、

「３位に入賞できてよかったです。今後もいろいろな大

会で上位入賞を目指していきたい」と次の大会への意

気込みを力強く語りました。

　５月７日、第35回熊本県少年少女空手道錬成大会

で、田島武道館所属の野中紗和さん(西合志中央小６

年)が６年生女子形の部門で優勝、中島来実さん(合志

南小５年)が５年生女子形の部門で４位入賞しました。

　その後、野中さんは６月17日・18日の第４回全九

州大会（北九州）で見事３位入賞。全国大会の出場権

を獲得した野中さんと中島さんは８月に東京で行なわ

れる全国大会に向けて稽古を重ねています。

力を合わせて活躍

真心館少年柔道クラブ

全国大会に出場

熊本県少年少女空手道錬成大会

左から下村菜奈美さん(合志南小５年)、緒方聖梛さん(西合志東小５
年)、井本麗さん(合志南小５年)、五家莉愛奈さん(西合志南小５年)

野中さん（左）と中島さん（右）

　５月11日、平成29年春の叙勲で行政相談委員の松

岡 利さん（鹿水）が、瑞宝双光章を受章しました。

　松岡さんは平成11年４月に行政相談委員として委嘱

され、毎月みどり館などで行政相談所を開設。

　市民の皆さんの相談を受け、その解決のために助言

や関係機関への連絡などを行なっています。

　また、平成23年に熊本行政相談委員協議会の会長に

就任し、行政相談制度の普及などに貢献しています。

　３月25日、岐阜県で開催された全日本ＵＪボクシン

グ大会で、西合志南中学校２年の原田美琴さん（新開）

が中学生女子48kg級に出場し、東北代表選手との決

勝では２ラウンド１分34秒レフェリーストップにより

見事優勝に輝きました。

　父と兄の影響を受けてボクシングを始めた原田さ

ん。「これからも週４回程度の厳しい練習を欠かさず、

連覇に向けて取り組みたい」と決意を語りました。

行政相談委員として功績

春の叙勲を受章

全日本小中学生ボクシング大会で

優勝報告

地域の皆さんの身近な相談相手として18年務めています

左から恵濃教育長、原田さんのお母さん、原田さん、荒木市長、
中島西合志南中学校長
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　５月27日から６月３日まで、上庄魅力化推進委員会

（青木伸一委員長）主催による「上庄ホタル祭り」が開

催されました。竹迫城周辺には夜店が並び、たくさん

の親子連れでにぎわいました。

　祭りの初日に行なわれたイルミネーション点灯式で

は市外からも多くの人たちが訪れ、辺りを舞うホタル

の光とともに創り出される幻想的な景色に、参加者か

らは歓声がわき起こっていました。

　６月５日、ＪＡ菊池スイカ部会西合志支部（村上幸

記支部長）から市内の福祉施設（菊香園、くぬぎ園、

白鳩園、熊本天使園）へみずみずしくて新鮮な大玉の

スイカが贈呈されました。

　また、９日には同部会合志支部（平川誠也支部長）

が丹精を込めて育てた糖度が高くておいしいスイカを、

市と市内８箇所の保育園・幼稚園に贈呈。受け取った

皆さんは大きくて立派なスイカに喜んでいました。

上庄ホタル祭り＆

イルミネーション

甘くてみずみずしいスイカを贈呈

ＪＡ菊池スイカ部会

光り輝くイルミネーションが水面を照らしていました

西合志支部の皆さんと
白鳩園の皆さん

合志支部の皆さんと荒木市長

　６月４日、杉並台にある高齢者の居場所づくりの家

友・遊・悠で、ぽっかぽか杉並台が設立２周年を記念

してぽっかぽかフェスタを開催しました。

　これは地域の人たちへの感謝の気持ちを込めて開い

た祭りで、当日はマジックショーや弾き語りコンサー

トのほか、かき氷やポップコーンなどの出店が並び、

子どもから高齢者まで200人以上の来場者が訪れ地域

の交流を楽しみました。

地域の交流を深めました

ぽっかぽかフェスタ

かき氷の販売を待つ子どもたち

　６月４日、菊池恵楓園で清掃ボランティアが行なわ

れ、商工会、社会福祉協議会、ボランティア連盟、大

学生、市職員など約700人が参加しました。

　草刈りやゴミ拾いなど、参加者は晴天の中、汗をぬ

ぐいながら作業を行ない、東海大学３年の村上嘉志さ

んは、「いつも野球の練習でグラウンドを使っている。

感謝の気持ちを込めて頑張る」と気合十分で草を取っ

ていました。

700人が参加

菊池恵楓園清掃ボランティア

みんなで園内をきれいにしました
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市民のひろば

　５月に満100歳を迎えた荒木千鶴さんに、市長から

のお祝い状とお祝い金が贈られました。

100歳おめでとうございます

荒木　千鶴さん

大正６年５月30日生

　６月14日、熊本酪農合志女性部、ＪＡ菊池合志酪農

女性部などから市長へ牛乳が贈呈されました。

　このキャンペーンは、「牛乳」が「ちち」と呼ばれる

ことから牛乳の消費拡大のため、父の日の定番ギフト

として定着させることを目的とした活動です。

　当日はＫＫＴのテレビタ特派員の天野なるみさん（若

原）も取材に訪れ、６月20日の放送で贈呈式の様子や

市内の酪農家の仕事風景が放映されました。

おいしい牛乳を食卓へ

ちちの日に牛乳を贈ろうキャンペーン

熊本酪農合志女性部、ＪＡ菊池合志酪農女性部の皆さん、
荒木市長（中）、天野さん（右から２番目）

　６月中旬、市内各地で日頃あまり入らない田んぼで

思い切り遊んでもらおうと、田植え前の田んぼを使っ

て泥んこ遊びのイベントが行なわれました。

　綱引きや宝探し、ソリを使用した競争、ボール遊び

など、全身が泥だらけになりながら田んぼの中を縦横

無尽に走り回りました。子どもたちは「田んぼの中は

プールみたいで気持ちいい」「入ったことがないから楽

しかった」と泥んこ遊びを満喫していました。

年に１度の祭典

田んぼの中で泥んこ遊び

（上） 6月10日
どろりんピック

（西児童館）

（右） 6月17日
どろんこフェスタin合生

　６月11日に第６回市消防操法大会を開催し、市消防

団の全15分団から28チームが出場しました。選手た

ちは、迅速で正確な機械操作を行ない、火に見立てた

火点の的を倒す速さを競い合いました。

操法大会成績

優　勝 第13分団第１部（須屋・上須屋・堀川）

準優勝 第４分団第２部（上庄上・上庄下）

第３位 本部機動班（市役所職員）

訓練の成果を披露

第６回市消防操法大会

規律ある動作で操法を行ない、優勝した第13分団第１部
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イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

INFORMATION

▼
実
施
期
間

　

平
成
30
年
３
月
31
日
㈯
ま
で

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

菊
池
保
健
所　

保
健
予
防
課

　

☎
０
９
６
８（
２
５
）４
１
３
８

　

認
知
症
の
症
状
か
ら
起
こ
る
さ

ま
ざ
ま
な
行
動
に
困
惑
し
た
り
対

応
に
悩
ん
で
い
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
か
。
一
人
で
悩
ま
ず
仲
間
と

語
り
合
い
ま
し
ょ
う
。

▼
と
き　

７
月
25
日
㈫

　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

▼
と
こ
ろ

　

ヒ
ュ
ー
マ
ン
・
ケ
ア
た
か
ば
の
杜

▼
対
象　

認
知
症
の
人
を
介
護
し

て
い
る
人
、
家
族
が
認
知
症
と

診
断
さ
れ
た
人

▼
内
容　

意
見
交
換
、
施
設
見
学

▼
参
加
費　

無
料

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

市
社
会
福
祉
協
議
会　

　

地
域
福
祉
課（
ふ
れ
あ
い
館
）

　

☎（
２
４
２
）７
０
０
７

　

認
知
症
の
人
や
そ
の
家
族
を
対

象
に
、
簡
単
で
時
間
を
か
け
な
い

料
理
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

▼
と
き　

７
月
12
日
㈬

　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

▼
と
こ
ろ　

ふ
れ
あ
い
館

▼
定
員　

先
着
10
人

▼
持
っ
て
く
る
も
の

　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾

▼
参
加
費　

３
０
０
円
（
材
料
費
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

市
社
会
福
祉
協
議
会　

　

地
域
福
祉
課（
ふ
れ
あ
い
館
）

　

☎（
２
４
２
）７
０
０
７

　

働
く
こ
と
に
関
す
る
不
安
や
悩

み
を
一
人
一
人
の
課
題
に
合
わ
せ

た
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
、
就
労
・
自
立

を
目
指
す
支
援
を
し
て
い
ま
す
。

　

毎
月
２
回
、
開
催
し
て
い
ま
す

の
で
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
と
き 

毎
月
第
２
・
４
木
曜
日

　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

　

（
要
予
約
）

▼
と
こ
ろ 

　

西
合
志
庁
舎
１
階　

相
談
室

▼
対
象

　

15
歳
〜
39
歳
の
人
と
そ
の
家
族

▼
内
容

　

履
歴
書
の
書
き
方
な
ど
就
職
・

仕
事
に
関
す
る
相
談
全
般

▼
料
金 

無
料

▼
問
い
合
わ
せ
先

た
ま
な
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー

シ
ョ
ン

　

☎
０
９
６
８（
７
４
）０
０
０
７

　

女
性
の
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
や
不

安
な
ど
、
専
門
の
相
談
員
に
相
談

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

友
達
や
恋
愛
、
家
族
の
こ
と
な
ど

誰
に
も
話
せ
な
い
「
ガ
ー
ル
ズ
悩
み

相
談
」、
自
分
の
こ
と
が
つ
い
お
ろ
そ

か
に
な
る
人
へ「
セ
ル
フ
ケ
ア
講
座
」

も
実
施
中
。
相
談
・
受
講
は
無
料
、

事
前
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

女
性
総
合
相
談

▼
電
話
相
談

　

月
・
木
〜
土
曜
日

　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

　

水
曜
日

　

午
前
９
時
〜
午
後
８
時

▼
面
接
相
談

　

月
・
水
〜
土
曜
日

　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

ガ
ー
ル
ズ
悩
み
相
談

　

第
２
土
曜
日

　

午
後
１
時
〜
４
時

セ
ル
フ
ケ
ア
講
座

　

第
４
土
曜
日

　

午
後
１
時
〜
４
時

女
性
弁
護
士
に
よ
る
法
律
相
談

　

第
３
土
曜
日

　

午
後
１
時
〜
４
時

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

く
ま
も
と
県
民
交
流
館

　

女
性
総
合
相
談
室

　

☎（
３
５
５
）２
２
２
３

認
知
症
カ
フ
ェ

こ
う
し
若
年
者
就
職
相
談
会

女
性
の
た
め
の
総
合
相
談

戦
没
者
追
悼
式
を

開
催
し
ま
す

　

戦
没
者
の
慰
霊
行
事
と
し
て
、

戦
没
者
追
悼
式
を
行
な
い
ま
す
。

皆
さ
ん
の
参
列
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

▼
と
き　

　

７
月
30
日
㈰　

午
前
10
時
〜

▼
と
こ
ろ　

　

菊
南
斎
場（
須
屋
２
５
８
３
‐
３
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

福
祉
課　

社
会
福
祉
班

　

（
西
合
志
庁
舎
）

　

☎（
２
４
２
）１
１
４
９

▼
対
象

◦
妊
娠
を
希
望
す
る
女
性
と
そ
の

配
偶
者
な
ど
の
同
居
者

◦
妊
娠
中
で
風
し
ん
の
抗
体
価
が

低
い
人
（
Ｈ
Ｉ
抗
体
検
査
で
16

倍
以
下
）
の
配
偶
者
な
ど
の
同

居
者

※
風
し
ん
抗
体
検
査
を
受
け
た
こ

と
が
あ
る
人
、
風
し
ん
の
予
防
接

種
歴
が
あ
る
人
、
風
し
ん
に
か
か

っ
た
こ
と
が
あ
る
人
は
除
く
。

お

知

ら

せ

平
成
30
年

合
志
市
成
人
式
典

風
し
ん
抗
体
検
査
の

無
料
実
施

認
知
症
家
族
の
つ
ど
い

▼
と
き　

平
成
30
年
１
月
７
日
㈰

　

午
後
２
時
〜

▼
と
こ
ろ　

菊
南
温
泉
ユ
ウ
ベ
ル

ホ
テ
ル
（
熊
本
市
北
区
鶴
羽
田
）

▼
対
象　

平
成
９
年
４
月
２
日
か

ら
平
成
10
年
４
月
１
日
生
ま
れ

の
人

※
市
外
に
お
住
ま
い
の
人
も
当
日

受
付
を
し
て
入
場
で
き
ま
す
。

成
人
式
実
行
委
員
募
集
中

　

式
典
の
内
容
や
進
行
、記
念
品
の

選
定
な
ど
、自
分
た
ち
の
手
で
成
人

式
を
つ
く
り
上
げ
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
募
集
人
員　

20
人
程
度

▼
申
込
方
法　

電
話
・
Ｅ
メ
ー
ル

※
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

　

生
涯
学
習
課　

生
涯
学
習
班

　

（
御
代
志
市
民
セ
ン
タ
ー
）

　

☎（
２
４
２
）１
１
９
０

　

Ｅ
メ
ー
ル

　

g
a
ku

syu
@

c
ity.ko

sh
i.lg

.jp
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インフォメーション

I N F O R M A T I O N

　

こ
と
し
は
芸
能
人
に
よ
る
ス
テ

ー
ジ
シ
ョ
ー
な
ど
趣
向
を
凝
ら
し

た
イ
ベ
ン
ト
や
福
引
な
ど
を
企
画

し
て
い
ま
す
。
地
域
の
皆
さ
ん
の

来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
と
き　

７
月
29
日
㈯

　

午
後
５
時
30
分
〜

▼
と
こ
ろ　

事
業
所
内
特
設
会
場

　

（
御
代
志
９
９
７
）

▼
問
い
合
わ
せ
先　

　

三
菱
電
機
㈱

　

パ
ワ
ー
デ
バ
イ
ス
製
作
所

　

熊
本
事
業
所　

総
務
人
事
課

　

☎（
２
４
２
）５
７
１
１

　

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
シ
ョ
ー
、
お
楽

し
み
抽
選
会
、
ふ
わ
ふ
わ
バ
ル
ー

ン
な
ど
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
が
い
っ

ぱ
い
で
す
。
皆
さ
ん
の
来
場
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
と
き　

８
月
12
日
㈯

　

午
後
５
時
〜

▼
と
こ
ろ　

蓬
原
工
業
団
地　

　

合
志
技
研
工
業
構
内

　

（
豊
岡
１
２
８
０
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

合
志
技
研
工
業
株
式
会
社

　

レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
委
員
会

　

☎（
２
４
８
）２
４
３
１

　

夜
店
、
花
火
、
鹿
本
農
業
高
校

の
生
徒
に
よ
る
山
鹿
灯
篭
踊
り
も

あ
り
ま
す
。
気
軽
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

▼
と
き　

８
月
３
日
㈭

　

午
後
６
時
30
分
〜
９
時
30
分

▼
と
こ
ろ 

菊
池
恵
楓
園
中
央
広
場

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

菊
池
恵
楓
園

　

☎（
２
４
８
）１
１
３
１

　

ま
わ
し
姿
の
ち
び
っ
こ
が
元
気

に
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
す
。
子
ど

も
た
ち
の
熱
い
取
り
組
み
を
ぜ
ひ

見
に
来
て
く
だ
さ
い
。

▼
と
き　

８
月
６
日
㈰

　

午
前
９
時
30
分
〜
正
午

▼
と
こ
ろ

　

御
代
志
市
民
セ
ン
タ
ー
講
堂

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

市
商
工
会　

本
所

　

☎（
２
４
２
）０
７
３
３

市民講座

７月学習会

　脳が10歳若返る？

　簡単にできるリズムや色を使って、あなた

の脳を活性化しませんか。申し込みは不要。

誰でも参加できます。

●と　き　７月21日㈮　午前10時〜

　　　　　（午前９時30分〜受付）

●ところ　御代志市民センター 講堂

●講　師　東部ＹＭＣＡ

　　　　　吉田美華さん

●問い合わせ先

　生涯学習課　生涯学習班

　（御代志市民センター）　☎242‐1190

　

８
月
か
ら
、
老
齢
基
礎
年
金
を

受
け
取
る
た
め
に
必
要
な
年
金
支

払
い
期
間
（
受
給
資
格
期
間
）
が

「
25
年
」
か
ら
「
10
年
」
に
短
縮
さ

れ
ま
す
。
対
象
者
に
は
Ａ
４
サ
イ

ズ
の
黄
色
い
封
筒
を
お
届
け
し
て

い
ま
す
。
手
続
き
が
ま
だ
の
人
は
、

今
す
ぐ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル　

　

☎
０
５
７
０（
０
５
）１
１
６
５

　

コ
ナ
ジ
ラ
ミ
類
、
ア
ザ
ミ
ウ
マ
類

な
ど
の
害
虫
が
媒
介
す
る
ウ
イ
ル

ス
病
が
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
栽

培
終
了
後
は
地
域
全
体
で
、ハ
ウ
ス

の
閉
め
込
み
を
実
施
し
ま
し
ょ
う
。

▼
事
前
準
備

①
熱
に
弱
い
電
子
機
器
や
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
製
パ
イ
プ
な
ど
の
資
材

は
保
護
す
る
か
持
ち
出
す
。

②
被
覆
資
材
の
隙
間
を
な
く
す
。

③
施
設
内
は
除
草
す
る
。

▼
閉
め
込
み
方
法

①
栽
培
終
了
後
は
速
や
か
に
開
放

部
を
閉
鎖
し
、
隙
間
な
く
密
閉

す
る
。

②
密
閉
後
に
一
斉
に
株
も
と
を
引

き
抜
く
か
切
断
す
る
。

▼
閉
め
込
み
期
間
の
目
安

　

４
月
〜
９
月
の
快
晴
日
で
は
、
植

物
が
枯
れ
て
か
ら
１
週
間
以
上

※
ウ
リ
類
や
ト
マ
ト
以
外
の
品
目

も
栽
培
終
了
後
に
閉
め
込
み
を

行
な
い
、
次
作
へ
の
害
虫
の
飛

び
込
み
を
減
ら
し
ま
し
ょ
う
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

菊
池
地
域
振
興
局

　

農
業
普
及
・
振
興
課

　

☎
０
９
６
８（
２
５
）４
２
０
５

　

水
稲
防
除
の
際
は
事
前
に
近
く

の
養
蜂
家
と
巣
箱
の
位
置
や
防
除

時
期
、
場
所
な
ど
の
情
報
を
交
換

し
、
農
薬
が
ミ
ツ
バ
チ
や
巣
箱
に

か
か
ら
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

県
農
業
技
術
課

　

☎（
３
３
３
）２
３
８
１

年
金
請
求
手
続
き
は

お
済
み
で
す
か

菊
池
恵
楓
園

納
涼
盆
踊
り
大
会

ち
び
っ
こ
力
士
の
大
取
組

わ
ん
ぱ
く
す
も
う
大
会

ウ
リ
類
・
ト
マ
ト
を
栽
培
す
る

皆
さ
ん
へ

ミ
ツ
バ
チ
を
農
薬
被
害
か
ら

守
り
ま
し
ょ
う

三
菱
電
機
㈱

熊
本
事
業
所
夏
祭
り

合
志
技
研
工
業
㈱

２
０
１
７
年
夏
祭
り

（上）タバココナジラミ

（左）ミナミキイロ
 アザミウマ
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インフォメーション

I N F O R M A T I O N

▼
と
こ
ろ

　

御
代
志
市
民
セ
ン
タ
ー
講
堂

▼
問
い
合
わ
せ
先　

　

生
涯
学
習
課　

生
涯
学
習
班

　

（
御
代
志
市
民
セ
ン
タ
ー
）

　

☎（
２
４
２
）１
１
９
０

　

県
の
復
興
基
金
を
活
用
し
、
耐

震
設
計
費
用
を
補
助
し
ま
す
。

▼
対
象

◦
市
内
に
あ
る
戸
建
て
木
造
住
宅

で
住
宅
所
有
者
が
住
ん
で
い
る

も
の
（
地
上
階
数
が
３
階
以
下
）

◦
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
降
に
着

工
し
た
建
物
か
、
次
の
い
ず
れ

か
に
よ
り
熊
本
地
震
で
被
災
し

た
こ
と
が
確
認
で
き
る
も
の

①
災
害
対
策
基
本
法
に
基
づ
く
り

災
証
明
書

②
熊
本
県
住
宅
耐
震
化
支
援
事
業

実
施
要
領
第
３
条
第
５
号
イ
に

規
定
す
る
り
災
報
告
書

▼
補
助
額

　

耐
震
設
計
に
要
す
る
費
用
の

　

３
分
の
２
（
限
度
額
20
万
円
）

▼
募
集
件
数　

10
件

※
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選

▼
申
請
期
限

　

７
月
31
日
㈪　

午
後
４
時

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

都
市
計
画
課（
西
合
志
庁
舎
）

　

☎（
２
４
２
）１
１
０
４

　

介
護
に
役
立
つ
情
報
や
技
術
の

講
義
・
実
習
を
行
な
い
ま
す
。

▼
と
き　

８
月
７
日
㈪

　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

▼
と
こ
ろ　

み
ど
り
館

▼
対
象　

介
護
し
て
い
る
人
、
介

護
に
興
味
が
あ
る
人
（
先
着
20

人
）

▼
内
容　

福
祉
用
具
と
車
椅
子
の

実
技
操
作

▼
参
加
費　

無
料

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

市
社
会
福
祉
協
議
会　

　

地
域
福
祉
課（
ふ
れ
あ
い
館
）

　

☎（
２
４
２
）７
０
０
７

　

市
内
の
各
小
学
校
代
表
の
子
ど

も
た
ち
が
、
表
現
力
豊
か
に
童
話
を

暗
唱
し
ま
す
。
入
場
は
無
料
で
す
。

▼
と
き　

７
月
26
日
㈬

　

開
場　

午
前
８
時
30
分
〜

　

開
会　

午
前
８
時
50
分
〜

募

　

集

耐
震
設
計
費
用
を

補
助
し
ま
す

▼
業
務
内
容

　

小
学
校
の
放
課
後
、
土
曜
日
、

長
期
休
暇
中
の
保
育
。
児
童
の

生
活
指
導
、
健
康
管
理
、
安
全

管
理

▼
募
集
人
数　

若
干
名

▼
応
募
資
格　

　

保
育
士
、
幼
稚
園
、
学
校
教
諭

い
ず
れ
か
の
資
格
を
有
す
る
人
、

ま
た
は
子
ど
も
に
関
わ
る
仕
事

の
経
験
が
あ
る
人

▼
勤
務
場
所　

合
志
こ
ど
も
園　

Ｄ
Ｏ
＆
Ｇ
Ｏ
ク
ラ
ブ

▼
勤
務
時
間　

　

平
日　

　

午
後
２
時
〜
６
時

　

土
曜
・
長
期
休
暇
期
間
中

　

午
前
８
時
〜
午
後
６
時

※
土
曜
・
長
期
休
暇
期
間
中
は
１

日
５
時
間
程
度
。
そ
の
他
勤
務

時
間
に
関
す
る
要
望
に
は
柔
軟

に
対
応
し
ま
す
。

▼
報
酬　

時
給
９
０
０
円

※
交
通
費
別
途
支
給
あ
り

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

　

合
志
こ
ど
も
園

　

Ｄ
Ｏ
＆
Ｇ
Ｏ
ク
ラ
ブ

　

☎（
２
４
７
）１
１
６
６

学
童
ク
ラ
ブ
支
援
員
募
集

家
族
介
護
教
室

受
講
者
募
集

第
11
回

合
志
市
童
話
発
表
大
会

ユーパレス弁天 ヨガ教室スタート
　初心者にもわかりやすく教えます。１回きりの参加もＯＫ！

◦と　き　７月12日㈬から９月20日㈬までの

　　　　　毎週水曜日

　　　　　※８月２日㈬を除く

　　　　　午後８時15分〜９時15分

◦ところ　ユーパレス弁天２階　軽運動室

◦参加費　１回800円

◦持ってくるもの　ヨガマット、運動しやすい服装

　タオル、水分、ブランケットまたは大きめのバスタオル

◦申し込み・問い合わせ先　トレーニング室

回数券の日
7月   6日㈭、16日㈰

 20日㈭、25日㈫

休館日
7月 13日㈭

●営業時間

温　泉 ･･･････････････････ 午前10時〜午後11時 

プール ･･･････････････････ 午前10時〜午後  9時

トレーニングジム ･･････ 午前10時〜午後  9時
（日曜日は午後7時まで）

レストラン ･･････････････ 午前11時〜午後  9時
（平日午後2時30分〜5時は準備） Facebook

野々島 2441-1
 ☎348-2626
ホームページ
http://www.u-benten.jp/

♨

休
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インフォメーション

I N F O R M A T I O N

▼
受
講
料　

３
、
０
０
０
円

▼
申
込
期
限　

７
月
21
日
㈮

熊
本
市
周
辺
の
湧
泉
群
巡
り

　

県
内
約
１
３
０
０
カ
所
の
湧
泉

の
調
査
・
研
究
結
果
を
も
と
に
、

熊
本
の
水
環
境
に
つ
い
て
考
え
ま

す
。
今
回
は
熊
本
市
と
嘉
島
町
の

湧
水
を
巡
り
ま
す
。

▼
と
き　

８
月
26
日
㈯

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

※
雨
天
の
場
合
は
９
月
２
日
㈯

▼
と
こ
ろ　

熊
本
市
、
嘉
島
町

　

（
熊
本
高
専
熊
本
キ
ャ
ン
パ
ス
集
合
）

▼
対
象　

18
歳
以
上
（
定
員
20
人
）

※
高
校
生
は
除
く
。
家
族
や
グ
ル

ー
プ
の
場
合
は
３
人
ま
で
。

▼
受
講
料　

１
、
５
０
０
円

▼
申
込
期
限　

７
月
28
日
㈮

▼
申
込
方
法

　

①
講
座
名
②
氏
名
（
ふ
り
が
な
）

③
住
所
④
年
齢
⑤
職
種
ま
た
は

学
校
・
学
年
⑥
性
別
⑦
日
中
連

絡
が
と
れ
る
電
話
番
号
⑧
保
護

者
氏
名
（
小
中
学
生
）
を
記
入

し
、
郵
送
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
、
Ｅ

メ
ー
ル
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

熊
本
高
等
専
門
学
校 
総
務
課

　

〒
８
６
１
‐
１
１
０
２

　

須
屋
２
６
５
９
‐
２

　

☎（
２
４
２
）６
４
３
３

　

FAX（
２
４
２
）５
５
０
３

　

Ｅ
メ
ー
ル

　

ko
ukai@

kum
am

o
to

-nct.ac.jp

▼
対
象

　

市
内
小
学
４
〜
６
年
生
（
30
人
）

▼
参
加
費　

７
０
０
円

　

（
発
掘
体
験
・
博
物
館
入
館
料
）

▼
持
っ
て
く
る
も
の

　

弁
当
、
帽
子
、
水
筒
、
軍
手
、

運
動
靴
着
用
（
ス
リ
ッ
パ
不
可
）

▼
申
込
期
限

　

７
月
24
日
㈪　

午
後
５
時

▼
申
込
方
法

　

電
話
か
フ
ァ
ク
ス
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

生
涯
学
習
課　

生
涯
学
習
班

　

（
御
代
志
市
民
セ
ン
タ
ー
）

　

☎（
２
４
２
）１
１
９
０

　

FAX（
２
４
２
）４
８
９
６

や
っ
て
み
よ
う
！
染
物
実
験

　

家
庭
で
も
で
き
る
染
物
を
体
験

し
ま
す
。
自
由
研
究
の
テ
ー
マ
に
い

か
が
で
す
か
。
火
を
扱
う
た
め
、
心

配
な
人
は
保
護
者
同
伴
で
。
汚
れ

て
も
い
い
服
装
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
と
き　

８
月
５
日
㈯
・
６
日
㈰

　

午
前
９
時
〜
午
後
３
時

▼
と
こ
ろ

　

熊
本
高
専
（
熊
本
キ
ャ
ン
パ
ス
）

▼
対
象　

小
学
５
年
〜
中
学
生

（
先
着
20
人
）

※
保
護
者
同
伴
で
あ
れ
ば
小
学
４

年
生
も
参
加
で
き
ま
す
。

科
学
遊
び

　

コ
ッ
プ
の
中
で
回
る
モ
ー
タ
ー

や
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
中
の
金
魚

が
命
令
ど
お
り
に
浮
き
沈
み
す
る

「
浮
沈
子
（
ふ
ち
ん
し
）
」
を
作
り
ま

す
。
夏
休
み
の
「
自
由
研
究
」
の
ヒ

ン
ト
に
な
る
実
験
も
行
な
い
ま
す
。

▼
と
き　

７
月
22
日
㈯

　

午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

▼
と
こ
ろ　

三
つ
の
木
の
家

▼
対
象　

市
内
小
学
生
（
24
人
）

※
１
〜
３
年
生
は
保
護
者
同
伴

▼
参
加
費　

２
０
０
円

▼
持
っ
て
く
る
も
の　

単
３
乾
電

池
１
個
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
（
１
㍑
）

１
本
、
コ
ッ
プ
（
透
明
ガ
ラ
ス
）

▼
申
込
期
限　

　

７
月
13
日
㈭　

午
後
５
時

化
石
発
掘
体
験
・
恐
竜
博
物
館
見
学

　

化
石
の
発
掘
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

た
後
、
大
迫
力
の
恐
竜
の
化
石
を

見
学
し
ま
す
。
発
掘
し
た
化
石
は

持
ち
帰
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▼
と
き　

８
月
18
日
㈮

　

午
前
９
時
〜
午
後
３
時

▼
と
こ
ろ　

御
船
恐
竜
博
物
館

▼
集
合
場
所

　

午
前
９
時

　

御
代
志
市
民
セ
ン
タ
ー
前

　

午
前
９
時
15
分

　

合
志
庁
舎
前

夏
の
子
ど
も
歴
史
・
科
学

体
験
教
室

熊
本
高
専
公
開
講
座

環境アセスメント

新環境工場等建設に関するご意見を募集します

　新たなごみ焼却施設と一般廃棄物最終処分場の建設に伴い、調査結果をまとめた準備書を縦覧し、その内容

をお知らせする説明会を開催します。また、自然環境を守る観点から準備書の内容について、市民の皆さんの

ご意見を募集します。

●準備書の縦覧期間

　期間　８月１日㈫〜30日㈬

　場所　合志庁舎、県庁、菊池市役所、

　　　　菊池市役所泗水支所、大津町役場、

　　　　菊陽町役場、菊池環境保全組合事務局

●説明会　各回とも午後７時30分開始

●意見書

氏名、住所、対象である準備書の名称「新環境工場

等整備事業」、意見と理由を記入し、９月13日㈬ま

でに郵送か直接提出してください。（当日消印有効）

●問い合わせ先

菊池環境保全組合　建設推進課

〒869‐1233

菊池郡大津町大津115番地

☎293‐2555

※公告の内容は組合ホームページにも掲載します。

http://www.kikunanseisou.or.jp

と　き ところ

８月22日㈫ 大津町役場生涯学習センター　中会議室

８月24日㈭ 菊陽町光の森町民センター　会議室１

８月29日㈫ 菊池市泗水公民館　大研修室

８月30日㈬ 合志庁舎　大会議室
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合志市非常勤職員募集

菊池広域連合消防本部　職員募集

●申込方法

　各問い合わせ先にある申込書に、写真付き履歴書と

資格証明書などの写しを添えて提出してください。

●選考方法　書類審査と面接

●申込期限　８月４日㈮

●申し込み・問い合わせ先

　① 健康づくり推進課　健康推進班（西合志庁舎）

 ☎242‐1183

②③ 健康づくり推進課　国保年金班（西合志庁舎）

  ☎242‐1183

　④ 学校給食センター　

 ☎248‐2102

●受験資格

◦消防

　平成５年４月２日から平成12年４月１日までに生

まれた人

◦救急救命士

　救急救命士の免許を取得し、平成２年４月２日以

降に生まれた人

●試験の内容

　第１次試験（筆記試験）高等学校卒業程度

●試験日

　第１次試験　  9月17日 ㈰

　第２次試験　11月上旬（予定）

●試験会場

　第１次試験　翔陽高等学校

　第２次試験　菊池市と大津町（予定）

●受付期間

　７月24日㈪〜８月10日㈭　土日を除く

　午前８時30分〜午後５時15分

※申込用紙は菊池広域連合消防本部、各消防署に用意し
ています。詳しくはホームページをご覧ください。

　http://www.kikuchi-kr.jp/

●申し込み・問い合わせ先

　菊池広域連合消防本部　総務課　☎232‐9340

職　種
採　用
予定数

条件資格 勤務先 勤務日数・時間 報　酬 業務内容

①
助産師
または
保健師

１人
助産師または
保健師の免許
普通自動車運転免許

健康づくり
推進課

（西合志庁舎）

月15日以内
8:30〜17:15

日額
7,600円

乳児健診など各種保
健指導や乳児訪問、母
子手帳発行、窓口業務
電算入力など

② 訪問栄養士 １人
管理栄養士の免許
普通自動車運転免許

日額
7,520円

国民健康保険加入者
を対象とした訪問健
康指導など

③ 訪問看護師 １人
看護師の免許
普通自動車運転免許

日額
7,120円

国民健康保険加入者
を対象とした訪問健
康指導など

④
学校給食 
調理員

２人
程度

条件資格なし

旧西合志地区
の学校給食

調理場
または学校給
食センター

月15日以内
8:15〜16:15

※勤務場所で20
分程度違い有り

時給
830円

学校給食調理、野菜洗
浄裁断、食器等洗浄、
食材点検、清掃

区　分 職　種 採用予定数 勤務先・職務内容

高等学校
卒業程度

消　防 ５人程度
菊池広域連合消防本部（署）に勤務し、消防業務に従事

救急救命士 ２人程度
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合志市職員募集

●試験日・試験会場

　第１次試験

　と　き　９月17日㈰　午前８時30分〜

　ところ　翔陽高等学校

　第２次試験

　と　き　10月下旬　

　ところ　合志市役所

　第３次試験

　と　き　11月下旬　

　ところ　合志市役所

●受付期間

　７月24日㈪〜８月10日㈭（土日を除く）

　午前８時30分〜午後５時15分

※試験実施要領と申込用紙は、総務課（合志庁舎）、西

合志庁舎総合窓口課、泉ヶ丘支所、須屋支所に７月６

日㈭から配置します。また、市ホームページにも掲載

します。

※電子申請での受験申し込みもできます。詳しくは試験

実施要領をご覧ください。

●申し込み・問い合わせ先

　総務課　人事班（合志庁舎）　☎248‐1112

●試験職種・採用予定人数

区　分 職　種
採　用
予定数

受　験　資　格 勤務先職務内容

大学卒業
程度

行政
４人
程度

◦昭和63年４月２日〜平成８年４月１日までに
生まれた人

◦平成８年４月２日以降に生まれた人で学校教
育法による大学（短期大学を除く）を卒業ま
たは平成30年３月末までに卒業見込みの人

市長部局などに勤務
し、行政一般事務に
従事

事務職

（一般土木）

２人

程度

◦昭和63年４月２日〜平成８年４月１日までに

生まれた人

◦平成８年４月２日以降に生まれた人で学校教

育法による大学（短期大学を除く）を卒業ま

たは平成30年３月末までに卒業見込みの人

高等学校

卒業程度
一般事務

３人

程度

◦平成８年４月２日〜平成12年４月１日までに

生まれた人（学校教育法による大学（短期大

学を除く）を卒業または平成30年３月までに

卒業見込みの人は受験できません）

資格

免許職

社会福祉士
１人

程度

◦昭和63年４月２日以降に生まれた人で、社会

福祉士の免許を有する人または平成30年３月

末までに資格取得見込みの人

市長部局などに勤務

し、社会福祉職、行政

一般事務に従事

学芸員
１人

程度

◦昭和63年４月２日以降に生まれた人で、次の

ア・イのいずれにも当てはまる人

ア）博物館法第５条に規定する学芸員の資格を

有する人または平成30年３月末までに資格

取得見込みの人

イ）学校教育法の規定による大学または大学院

で、考古学、歴史学またはこれらに相当す

る課程を履修した人

教育委員会部局など

に勤務し、埋蔵文化

財の発掘・調査などの

職務、行政一般事務

に従事
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健康・福祉・子育て情報

スマイル ライフ

～もうすぐ夏本番～

熱中症や夏バテに

注意しましょう

●問い合わせ先

　健康づくり推進課(健康推進班)

　☎242-1183

熱
中
症
は
気
温
が
高
く
な
く
て
も

要
注
意

　

熱
中
症
は
気
温
や
湿
度
な
ど
の

環
境
条
件
や
体
調
、
暑
さ
に
体
が

慣
れ
て
い
な
い
こ
と
が
影
響
し
て

発
症
し
ま
す
。
気
温
が
そ
れ
ほ
ど

高
く
な
い
日
で
も
、
湿
度
が
高
い

日
や
風
が
弱
い
日
は
注
意
が
必
要

で
す
。
症
状
と
し
て
め
ま
い
、
体

の
だ
る
さ
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
体

の
不
調
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。

　

日
ご
ろ
か
ら
、
熱
中
症
に
対
す

る
予
防
と
対
策
を
し
、
自
分
の
体

調
の
変
化
に
気
を
付
け
る
と
と
も

に
、
周
囲
に
も
呼
び
掛
け
合
っ
て

予
防
し
ま
し
ょ
う
。

予
防
の
ポ
イ
ン
ト

①
こ
ま
め
な
水
分
・
塩
分
補
給

　

喉
の
渇
き
を
感
じ
な
く
て
も
、

こ
ま
め
に
水
分
と
塩
分
を
補
給
す

る
こ
と
が
大
切
で
す
。

②
体
調
に
合
わ
せ
た
取
り
組
み

◦
こ
ま
め
な
体
温
測
定

◦
通
気
性
の
良
い
、
吸
湿
速
乾
の

衣
類

◦
保
冷
剤
、
氷
、
冷
た
い
タ
オ
ル

な
ど
に
よ
る
体
の
冷
却

③
熱
中
症
を
防
ぐ
室
内
環
境

◦
扇
風
機
や
エ
ア
コ
ン
を
使
っ
た

温
度
調
整

◦
室
温
が
上
が
り
に
く
い
環
境
を

つ
く
る
（
こ
ま
め
な
換
気
、
遮

光
カ
ー
テ
ン
、
す
だ
れ
な
ど
）

◦
温
度
28
℃
以
下
、
湿
度
50
〜
60

％
以
下
が
目
安

④
外
出
時
の
準
備

◦
日
傘
や
帽
子
の
着
用

◦
日
陰
の
利
用
と
こ
ま
め
な
休
息

症
状
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
ら

①
涼
し
い
場
所
へ
避
難
さ
せ
る

②
衣
服
を
脱
が
せ
、
体
を
冷
や
す

③
水
分
・
塩
分
を
補
給
す
る

※
た
だ
し
、
自
力
で
水
を
飲
め
な

い
、
意
識
が
な
い
場
合
に
は
直
ち

に
救
急
車
を
要
請
し
て
く
だ
さ
い
。

健
康
づ
く
り
は
食
事
か
ら

　

夏
の
暑
さ
は
消
化
機
能
の
低
下

や
食
欲
の
減
退
に
つ
な
が
り
、
熱

中
症
だ
け
で
な
く
夏
バ
テ
や
夏
風

邪
な
ど
を
引
き
起
こ
し
や
す
く
な

り
ま
す
。

　

体
調
を
整
え
て
毎
日
元
気
良
く

過
ご
す
た
め
に
も
、
食
事
の
内
容

を
見
直
し
、
食
べ
物
や
食
べ
方
を

も
う
一
度
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

①
主
食･

主
菜
・
副
菜
を
バ
ラ
ン

ス
よ
く
食
べ
る

　

夏
の
食
事
は
「
の
ど
越
し
の
良

い
そ
う
め
ん
や
冷
や
し
う
ど
ん
だ

け
」
と
い
う
人
も
多
い
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
炭
水
化
物
が
中
心
と

な
り
、
た
ん
ぱ
く
質
や
ミ
ネ
ラ
ル
、

ビ
タ
ミ
ン
が
不
足
し
ま
す
。
栄
養

素
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
取
る
た
め
に

は
主
食
、
主
菜
、
副
菜
を
そ
ろ
え

た
食
事
を
と
り
ま
し
ょ
う
。
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スマイル ライフ

②
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
１
や
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ

を
十
分
に
取
る

　

ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
１
は
エ
ネ
ル
ギ
ー

代
謝
を
円
滑
に
し
、
慢
性
疲
労
を

防
ぐ
た
め
に
必
要
な
成
分
で
す
。

豚
肉
や
ウ
ナ
ギ
、
レ
バ
ー
、
納
豆
、

卵
な
ど
に
多
く
含
ま
れ
ま
す
。
ま

た
、
野
菜
や
果
物
に
多
く
含
ま
れ

る
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
は
ス
ト
レ
ス
や
暑

さ
に
対
す
る
抵
抗
力
を
高
め
る
働

き
が
あ
り
ま
す
。

③
甘
い
も
の
を
控
え
る

　

暑
い
と
き
は
冷
た
い
ア
イ
ス
ク
リ

ー
ム
や
炭
酸
飲
料
を
よ
く
口
に
し

ま
す
が
、
甘
さ
を
感
じ
や
す
く
す

る
た
め
に
砂
糖
が
多
く
使
用
さ
れ

て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

砂
糖
を
摂
り
過
ぎ
る
と
血
糖
値

が
急
激
に
上
が
っ
て
し
ま
い
、
空
腹

感
が
満
た
さ
れ
食
欲
が
湧
か
な
い

原
因
に
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
１
不
足
に
つ
な

が
り
ま
す
。

　

暑
さ
を
乗
り
切
る
た
め
に
、
旬

の
野
菜
を
使
っ
た
料
理
で
体
調
を

整
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

暑さを乗り切る夏レシピ

ナスのさっぱり香味あえ（副菜）

カボチャと豚肉のオイスターソース炒め（主菜）

ナスは古くから体の熱を冷ます野菜として、鎮痛・消炎作用があるといわれています

ビタミンB1を豊富に含む豚肉と、ベータカロテン、ビタミンA、B1、B2、Cが含まれる炒め物です

材料（４人分）

長ネギ･･･････1/2本
ナス ･･････････2本
大葉 ･･････････4枚

材料（４人分）

豚モモ肉 ･･･320ｇ
塩 ･････････････少々
酒 ･････････････小さじ2
カボチャ ･･･300ｇ
長ネギ･･･････1本
ニンニク ･･･1片
ショウガ ･･･1片
片栗粉･･･････小さじ1
油 ･････････････小さじ2

【香味だれ】

おろしショウガ ･･小さじ1/4
濃口しょう油･･････大さじ4
酢 ･･････････････････････大さじ1と1/3
ゴマ油････････････････小さじ2

【たれ】

オイスターソース･･･ 大さじ1と1/3

濃口しょう油･･･ 小さじ2

砂糖 ････････････････ 小さじ1

酒 ･･･････････････････ 小さじ2

水 ･･･････････････････ 100cc

作り方

①長ネギは粗みじん切りにして香味だれと合わせる。

②ナスはヘタを落として縦半分に切り、６等分の短冊切
りにし、ラップをして３〜４分レンジで加熱する。

③②を氷水にとって一気に冷まし、水気を絞って香味だ
れと和えてから器に盛り、大葉を細かく刻んでのせ
る。

作り方

①豚モモ肉は３cmほどに切り、塩、酒で下味を
つける。長ネギは斜め薄切り、カボチャは一
口大に切りラップで包み電子レンジで５〜６
分加熱する。

②ニンニク、ショウガはみじん切りにする。

③フライパンに油と②を入れて熱し、味付けし
た豚モモ肉を炒める。肉に火が通ったら長
ネギ、カボチャの順に強火で炒めてたれを加
える。

④水で溶いた片栗粉を入れて手早く混ぜる。
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図書館だより

池上彰の

世界はどこに向かうのか
池上　彰　著

日本経済新聞出版　刊
　日々目まぐるしく移り変わる世界情

勢、予想外のニュースが歴史に刻まれ

る。そんな「不確実」の現代を、自分

の頭で読み解く力を養ってほしいとい

う著者の思いが伝わってくる内容であ

る。「トランプ大統領誕生の理由」「イ

ギリスが抜けたEUはどうなる？」「憲

法上、日本は核をもてるって本当？」

といった疑問に、歴史を踏まえて分かりやすく解説している。

　世界はどこに向かって行くのか、若い世代にも読んでもらい

たい一冊。

いのちの車窓から
星野　源　著

KADOKAWA　刊
　今日、星野源を知らない人はいない

のでは？と思えるほどマルチに活躍し

ている著者のエッセイ集。

　多彩な才能を持つ彼は、歌にドラマ・

本と幅広く活躍している。タイトルは

著者の眼鏡を車窓に置き換えてのぞい

た世界を表し、面白く読みやすい。著

者のうれしいことや楽しいことが手に

取るように伝わってきて、読者を本の

世界へ引き込んでくれる。ファンはもちろんそうでない人にも

読んでほしい一冊。星野源の魅力、その全てがここにある。

一般書

児童書

日本人が気づかない心のDNA 森田　勇造　著

正社員消滅 竹信　三恵子　著

ハローワーク150%トコトン活用術 日向　咲嗣　著

あとあとモメない「終活」はどっち? 高橋　佳良子　著

にっぽんスズメしぐさ 中野　さとる　著

珍獣図鑑 助川　昭宏　著

「薬のやめ方」事典 浜　六郎　著

みんなが建てた小さな家と暮らし 主婦の友社

ちょこっとだけ漬けもの 沼津　りえ　著

遠縁の女 青山　文平　著

楽譜と旅する男 芦辺　拓　著

茶碗継ぎの恋 鏑木　蓮　著

ジュリエットのいない夜 鴻上　尚史　著

逆転 小杉　健治　著

古書カフェすみれ屋と悩める書店員 里見　蘭　著

しあわせな死の桜 竹本　健治　著

サムライ最強王者大図鑑 日本史バトル研究会　著

こども君主論 齋藤　孝　監修

超巨大ブラックホールに迫る 平林　久　作

微生物のサバイバル　1 ゴムドリco.　文

はたらくのりもの100点 講談社

なぜ?の図鑑 ネコ 今泉　忠明　監修

知ってる?ソフトボール 齊藤　優季　著

おばけ遊園地は大さわぎ 柏葉　幸子　作

おいしいおやつをくださいな 大塚　たえこ　作

かしてあげたいな 八木田　宜子　文

ギーコギーコ 太田　大輔　さく

くすのきだんちのあめのひ 武鹿　悦子　作

なまけてなんかない! 品川　裕香　作

ねがえりごろん 斉藤　洋　さく

はなむぐり 長谷川　哲雄　さく

パパとドライブ 山口　稔子　文

新刊お薦め ★★★新着本

市立図書館ホームページ蔵書検索　http://www.koshi-lib.jp/
携帯電話からの蔵書検索　http://www.koshi-lib.jp/_m/

QRコード
対応機種で
利用できます

西合志図書館

マインドシアター 

と　き　７月22日㈯　午後２時〜 

ところ　集会室 

題　名　「がんばれ！ルルロロしあわせのおやつ」 

 （30分程度）

おはなし会 

と　き 毎週土・日曜日　午後２時〜 

ところ おはなしの部屋

赤ちゃんのためのラッコちゃんおはなしかい 

と　き ７月20日㈭　午前11時〜（30分程度） 

ところ 集会室
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移動図書館車巡回
ひまわりドンちゃん号

※移動図書館車の貸し出し時間は約20分です。
　早めにお越しください。

月　日 巡　回　地 時間 月　日 巡　回　地 時間 月　日 巡　回　地 時間

7月11日

（火）

みずき台集会所予定地

東須屋区公民館

須屋市民センター

上須屋学習センター

ふれあい館

13:30

14:00

14:30

15:00

15:30

7月25日

（火）

南陽区公園前

西須屋団地区集会所前

ダイワハウス分譲地入口

県営住宅区５棟前駐車場

橋ノ元街区公園入口

13:30

14:00

14:30

15:00

15:30

8月8日

（火）

みずき台集会所予定地

東須屋区公民館

須屋市民センター

上須屋学習センター

ふれあい館

13:30

14:00

14:30

15:00

15:30

7月12日

（水）

新開区公民館

黒石区公民館

黒石市民センター

農研宿舎A棟前

13:30

14:00

14:30

15:00

8月1日

（火）

菊香園２号館

くぬぎ園・白鳩園

ケアハウス菊香園

13:30

14:00

14:40

8月9日

（水）

新開区公民館

黒石区公民館

黒石市民センター

農研宿舎A棟前

13:30

14:00

14:30

15:00

8月2日

（水）

合志中央団地

みどり館

合生文化会館

黒松区公民館

上生区禁酒記念碑前

13:30

14:00

14:30

15:00

15:30

西合志図書館 ☎ 242-5555　 泉ヶ丘市民センター図書館 ☎ 247-1315
※ヴィーブル図書館は休館中です。みどり館仮設図書館をご利用ください。問い合わせは西合志図書館まで。
※７・８月の休館日は31ページのお知らせカレンダーをご覧ください。

●利用できる人　次の２つを満たす人 

　①本市に住所を有する小・中学生、高校生  

　②市立図書館に利用登録をしている人 

※図書館の利用者カードを持参してください。

●と　き　７月23日㈰〜８月20日㈰ 

午前10時〜午後５時 

（図書館の休館日は利用できません）

●ところ　西合志図書館集会室または図書館ロビー

※空室を利用するため、状況により会場を変更する場合や、使

用できない場合があります。

●問い合わせ先　西合志図書館

夏休みの自主学習に施設を利用できます

●募集作品 

　①読書感想文 

　②わたしのすすめる本

●応募規定

縦書きで、400字詰め原稿用紙３枚以内

文章の最初に（題・氏名）を記入

文章の最後に出典（書名・著者名・出版社名）を

記入

●応募資格　市内在住者

●応募期限　９月１日㈮　午後５時

●提 出 先　西合志図書館 

　　　　　　泉ヶ丘市民センター図書館

図書館まつり作品募集

星空観望会
●と　き　毎週土曜日 
　　　　　午後７時30分〜９時30分 
　　　　　（受付は午後９時まで）

夏休み星空教室
　夏の星空を楽しむ方法など、天文台指導員が分か

りやすく教えます。夏休みの宿題にいかがですか。

●と　き　８月３日㈭　午後７時〜９時

●ところ　西合志図書館　集会室・天文台

●対　象　市内在住の親子、学生など

　　　　　※先着50人（事前申し込みが必要）

●受付開始　７月13日㈭〜

※学習会の後に星空を観察し

ます。

※学習内容は小学４年生以上

程度ですが、３年生以下も参

加できます。

ペルセウス座流星群特別観望会
　三大流星群の一つ、夏の風物詩のペルセウス座流

星群。流れ星をいくつ見つけられるかな。

●と　き　８月12日㈯ 
　　　　　午後７時30分〜９時30分 
　　　　　（受付は午後９時まで）

※いずれも雨天・曇天の場合は中止します。

●申し込み・問い合わせ先　西合志図書館

参加

無料
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消
費
生
活
セ
ン
タ
ー 

で
す

こちら

こ
んにちは

　

今
回
紹
介
す
る
記
念
碑
は
、
竹
迫
・

下
町
の
合
志
市
シ
ル
バ
ー
セ
ン
タ
ー
内

に
あ
る
「
竹
迫
会
所
跡
」
の
記
念
碑
で

す
。

　

寛
永
９
年
（
１
６
３
２
）
、
加
藤
家

改
易
の
後
、
豊
前
小
倉
の
大
名
で
あ
っ

た
細
川
忠
利
は
、
幕
令
に
よ
り
肥
後
54

万
石
の
国
主
と
し
て
熊
本
城
に
入
城
し

ま
す
。
彼
は
肥
後
に
入
国
す
る
や
直
ち

に
領
内
を
隈
な
く
巡
視
し
、
小
倉
藩
で

も
用
い
て
い
た
手て

な

が永
制せ

い

ど度
を
導
入
し
ま

す
。

　

手
永
と
は
手
一
杯
伸
ば
し
治

め
得
る
区
域
の
意
味
で
、
肥
後

国
で
は
大
小
さ
ま
ざ
ま
で
す
が
、

お
よ
そ
１
万
５
千
石
程
度
の
土

地
ご
と
に
設
け
ら
れ
、
数
十
も

の
村
を
束
ね
て
い
ま
し
た
。

　

手
永
に
は
、
行
政
・
師
弟
教

育
・
裁
判
・
医
療
な
ど
の
施
設

か
ら
な
る
会
所
と
い
う
役
所
が

置
か
れ
、
各
村
の
庄
屋
の
上
に
立
つ
総

庄
屋
が
、
責
任
者
と
し
て
取
り
仕
切
っ

て
い
ま
し
た
。

　

旧
合
志
郡
に
は
、
大
津
手
永
と
竹
迫

手
永
の
２
つ
の
手
永
が
設
置
さ
れ
、
竹

迫
手
永
の
会
所
は
、
文
政
10
年
（
１
８

２
７
）
に
福
本
村
（
旧
泗
水
町
）
に
移

る
ま
で
、
竹
迫
下
町
に
置
か
れ
て
い
ま

し
た
。

　

手
永
制
度
は
、
明
治
３
年
（
１
８
７

０
）
ま
で
続
き
ま
す
が
、
そ
の
後
も
竹

迫
会
所
跡
は
、
村
役
場
や
法
務
局
合
志

出
張
所
と
な
る
な
ど
、
こ
の
地
域
の
行

政
の
中
心
と
し
て
親
し
ま
れ
ま
し
た
。

相
談
者
へ
の
対
応

　

今
後
、
怪
し
い
電
話
が
か
か
っ
て
来
た
ら

家
族
に
確
認
す
る
よ
う
助
言
し
た
。
こ
の
件

は
す
ぐ
に
警
察
に
通
報
し
、
警
察
が
相
談
者

宅
に
張
り
込
ん
だ
が
、
犯
人
は
現
れ
な
か
っ

た
。
後
日
、
他
の
町
で
被
害
が
出
た
と
連
絡

が
あ
っ
た
。

解
説

　

特
殊
詐
欺
と
は
「
オ
レ
オ
レ
詐
欺
」
「
架
空

請
求
」
「
還
付
金
詐
欺
」
「
融
資
詐
欺
」
「
異
性

と
の
交
際
あ
っ
せ
ん
名
目
の
詐
欺
」
な
ど
の

詐
欺
の
総
称
で
す
。
中
で
も
詐
欺
の
被
害
が

大
き
い
の
が
「
オ
レ
オ
レ
詐
欺
」
「
架
空
請

求
」
「
還
付
金
詐
欺
」
「
融
資
詐
欺
」
で
す
。

　

今
回
の
ケ
ー
ス
の
よ
う
に
「
風
邪
を
引
い

た
か
ら
声
が
変
な
ん
だ
」
「
電
話
番
号
が
変
わ

っ
た
か
ら
登
録
し
て
お
い
て
」
な
ど
と
事
前

に
連
絡
を
取
り
、
信
じ
込
ま
せ
て
本
題
に
移

る
な
ど
手
口
も
巧
妙
に
な
っ
て
い
ま
す
。
お

金
が
必
要
な
理
由
も
「
借
金
返
済
」
「
会
社
の

お
金
を
横
領
」
「
妊
娠
や
交
通
事
故
の
示
談

金
」
な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

対
策

◦
「
現
金
を
送
っ
て
」
「
必
ず
儲
か
る
」
「
名

義
を
貸
し
て
」
な
ど
の
話
は
詐
欺
で
す
。

相
手
の
言
う
こ
と
を
真
に
受
け
ず
、
真
実

を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

◦
銀
行
な
ど
に
お
金
を
振
り
込
ま
せ
る
振
り

込
め
詐
欺
の
場
合
は
振
込
先
の
金
融
機
関

に
連
絡
し
ま
し
ょ
う
。

◦
被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に
留
守
番
電
話
設

定
や
ナ
ン
バ
ー
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
、
非
通
知

電
話
拒
否
設
定
な
ど
の
電
話
対
策
も
被
害

防
止
に
繋
が
り
ま
す
。

　

詐
欺
に
あ
っ
た
場
合
は
一
人
で
対
処
せ
ず
、

警
察
や
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
へ
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　

（
合
志
庁
舎
２
階　

総
務
課
内
）

　

☎（
２
４
８
）５
４
４
２

相
談
受
付
時
間

　

平
日　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

「
特
殊
詐
欺
」
に
注
意

相
談
事
例

　

息
子
か
ら
「
具
合
が
悪
く
て
明
日
病
院
に

行
っ
て
来
る
」
と
電
話
が
あ
っ
た
。
翌
日
、

「
風
邪
だ
っ
た
。
実
は
株
に
投
資
を
し
て
い
て

会
社
の
金
を
使
い
込
ん
だ
。
３
０
０
万
円
何

と
か
な
ら
な
い
か
」
と
電
話
が
あ
っ
た
。
少

し
疑
問
に
思
っ
た
が
警
察
沙
汰
に
な
っ
た
ら

大
変
だ
と
思
い
お
金
を
用
意
し
た
。
念
の
た

め
息
子
に
電
話
で
確
認
す
る
と
、
息
子
で
は

な
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
自
宅
に
お
金
を
取
り

に
来
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
の
で
捕
ま
え
て
ほ

し
い
。･

（
70
歳
代　

女
性
）

こ
う
し
歴
史
発
見

第
62
回

合
志
市
内
の
記
念
碑
⑦

竹た

か

ば迫
会か
い
し
ょ所
跡あ
と
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だよりだより児童館児童館

☆８月２日㈬、４日㈮　午前９時〜午後１時にボランティアワークキャンプ「赤ちゃんふれあい交流事業」に
参加する中学生・高校生を募集します。詳しくはお問い合わせください。

東児童館 ☎248-5203
開館時間／午前９時30分～午後６時（６月～９月）

休 館 日／月曜日、第2日曜日、祝日

（夏休み期間中は月曜日開館、日曜日休館となります）

西児童館（ふれあい館内）

 ☎242-7008

開館時間／午前８時30分～午後５時15分

　　　　　（日曜日は午前９時～午後５時15分）

休 館 日／第４月曜日、祝日

デイキャンプ in 東児童館

◦と　き ７月22日㈯  午前11時〜午後３時

◦対　象 市内の小・中学生（先着60人）

◦参加費 200円

◦内　容
　◦縁ｊｏｙすまいるのバルーンアートショー
　◦カレーライス会食
　◦おたのしみ会（ゲームなど）

◦持ってくるもの　水筒　タオル　スプーン

◦申込開始　７月７日㈮  午前10時〜

◦申込方法　７日㈮は窓口受付のみ（電話不可）
８日㈯から電話での仮予約はできますが、入金
後、本予約となります。

チャレンジ夏休み

パルプを使って手作りハガキにチャレンジ！

◦と　き ８月２日㈬　午後１時30分〜４時

◦対　象 幼児〜中学生（先着10組程度） 
幼児は保護者同伴

◦参加費 無料

◦申込開始　７月18日㈫　午前10時〜

フェイクスイーツ 〜アイスクリームを作ろう〜

◦と　き ７月31日㈪  
①午後１時30分〜２時10分  
②午後２時30分〜３時10分

◦対　象 ４歳〜小学生(①②とも先着12人) 
幼児は保護者同伴

◦参加費 １人１００円

◦内　容 紙粘土を使って作ります。

◦申込開始　7月18日㈫　午前９時〜

◦申込方法　電話での仮予約はできますが、入
金後、本予約となります。

キッズフェス〜おもちゃの『とり＋かえっこ』〜

◦と　き ８月19日㈯　午前10時〜午後３時

 （午後２時10分からオークション開始）

◦内　容 使わなくなったおもちゃをポイント
に交換し、好きなおもちゃをゲット。

※手づくりや壊れたおもちゃ、カード、ゲーム
は不可。また、ボランティアスタッフを募集
します。（小学５年生以上）

※講演会や絵本の読み聞かせ、食販売があります。

しゃぼん玉であそぼう

◦と　き　８月８日㈫　午後２時〜３時

夏休み企画　第１弾

食改さんと作ろう　おいしいランチ

◦と き ７月29日㈯　午前９時30分〜正午

◦対　象 小学生（先着15人）

◦参加費 200円、米１合  
※申し込みするときに、お米を持ってきてください。

◦内　容 食生活改善推進員さんの食育のお話
を聞いて、簡単なランチを作ります。

夏休み企画　第２弾

すみのくら先生のわくわくどきどきおもしろ科学教室

◦と き ８月５日㈯　午後２時〜４時

◦対　象　幼児〜中学生（先着約50人） 
幼児は保護者同伴

◦参加費　100円

◦持ってくるもの  
　ふた付き菓子箱（B５、A４、B４サイズ程度）

泉ヶ丘市民センター児童館
 ☎248-3453

開館時間／午前９時30分～午後６時（６月～９月）

休 館 日／月曜日、第2日曜日、祝日

（夏休み期間中は月曜日開館、日曜日休館となります）

─ 共通 ─

◦申込開始 ７月15日㈯　午前10時〜　児童館窓口で入金後、本予約となります。
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①□□□□　⑤□□□□
②□□□□　⑥□□□□
③□□□□　⑦□□□□
④□□□□

住所・氏名・年齢・

電話番号

ご意見、ご感想など

8 6 1 1 1 9 5

所
役
市
志
合

係
」
し
が
さ
い
違
間
「

<裏面>

絵　佐藤峰子さん（黒石団地）

６月号の答え
７月号

　上・下の絵から「７つ」違いを探し、答えをはがきに書いて送

ってください。正解者の中から10人に、「図書カード（500円分）」

をプレゼント。当選者の発表は発送をもって代えます。

◦締め切り ７月31日㈪ 必着

◦応募方法 はがきに必要事項を記入して、  
 ご応募ください。

問い合わせ先　　一般社団法人 クラッシーノこうし　☎342‐5554 FAX 342‐5550
ホームページ  http://www.klassino-koshi.jp

グラウンドゴルフが好きな人なら誰でも参加で
きます。16ホール(８ホール×２)の個人戦です。
皆さんの参加をお待ちしています。

●と き 7月20日㈭ 午前９時～
小雨決行

●と こ ろ 中央運動公園
●募集人数 先着１００人
●参 加 費 １,０００円
●申込方法 店頭でお申し込みください
●申込開始 ７月６日㈭

夏のお客様感謝祭
7月22日㈯・23日㈰

●お楽しみ抽選会

お買上げレシート1,500円ごとに1回抽選できます。
（当日のレシートに限ります。景品が無くなり次第
終了）

クラッシーノ News !!

★地方発送随時受付中！

旬真っ盛り！合志ブランド認証品

弁天マンゴー

とても甘くて濃厚な味わいを
楽しめる自慢のマンゴー。
贈答品として大変好評です。
季節限定商品ですので、この
おいしさを味わえるのは今だ
けです。

クラッシーノ・マルシェ 営）午前9時～午後7時
今月は休まず営業します

7月盆フェア
７月13日㈭～16日㈰

お盆にかかせない生花やお供え品を
豊富に取り揃えています！

家族が集まるお盆。みんなで食卓を囲み、お
いしいご飯を食べませんか。刺身、寿司の盛
り合わせ、オードブルや焼肉盛り合わせの注
文を随時受付しています。
※３日前までにご注文ください。

●目玉商品の販売
精肉・鮮魚・惣菜コーナーで数量限定で販売。

第4回クラッシーノ・マルシェ杯

グラウンドゴルフ大会

参加者大募集

広報こうし 2017.7 30



消費生活センター 相談方法……電話・来庁 ☎ 248-5442 ところ……合志庁舎　２階 総務課内 消費生活センター
生活支援相談センター 相談方法……電話・来庁 ☎ 242-9020 ところ……西合志庁舎３階 安心サポート合志
女性・子どもに関する相談 相談方法……電話・来庁 ☎ 242-1240 ところ……西合志庁舎３階 女性・子ども支援室
黒石原演習場関係 総務課　総務・男女共同参画班 ☎ 248-1112

合志市役所
合志庁舎 ･････････☎ 248－1111㈹

〒861-1195 合志市竹迫2140

西合志庁舎 ･･････☎ 242－1111㈹

〒861-1193 合志市御代志1661-1

須屋支所 ･･････････････ ☎ 345－4400

須屋市民センター ･･･☎346－4112

泉ヶ丘支所（市民センター） ･･ ☎ 248－3453

御代志市民センター ･ ☎ 242－1190

黒石市民センター ･･･☎242－2321

ヴィーブル ･･･････････ 復旧工事中

みどり館 ･･････････････ ☎ 248－0400

ふれあい館 ･･･････････ ☎ 242－7000

三つの木の家 ････････ ☎ 248－6277

老人憩の家 ･･･････････ ☎ 242－2030

西合志図書館 ････････ ☎ 242－5555

ユーパレス弁天 ･････ ☎ 348－2626

人権ふれあいセンター ･ ☎ 248－3893

合生文化会館 ････････ ☎ 242－3218

問
い
合
わ
せ
先

カレンダーお知らせ

７/ 6 木 7 金 8 土

図書館延長開館■図
20:00まで
西合志図書館

七夕特別観望会■図
19:30〜21:30
西合志図書館天文台

星空観望会■図
19:30〜21:30
西合志図書館天文台

9 日 10 月 11 火 12 水 13 木 14 金 15 土

窓口証明業務
日曜日開庁■市 ■税
9:00〜13:00
合志庁舎

育児相談■健
9:30〜11:00
泉ヶ丘市民センター

１歳６カ月児健診■健
（対象は１歳８カ月児）
13:15〜13:45
泉ヶ丘市民センター

法律・行政・心配
ごと相談■社
10:00〜14:30
みどり館

こころの相談■健
13:45〜　要予約
西合志庁舎

１歳６カ月児健診■健
（対象は１歳８カ月児）
13:15〜13:45
ふれあい館

図書館延長開館■図
20:00まで
西合志図書館

星空観望会■図
19:30〜21:30
西合志図書館天文台

休●★◆■ 休◎

16 日 17 月 18 火 19 水 20 木 21 金 22 土

窓口証明業務
日曜日開庁■市 ■税
9:00〜13:00
合志庁舎

４〜５カ月児健診■健
13:15〜13:45
ふれあい館

法律・行政・心配
ごと相談■社
10:00〜14:30
西合志庁舎

図書館延長開館■図
20:00まで
西合志図書館

４〜５カ月児健診■健
13:15〜13:45
泉ヶ丘市民センター

合志マンガミュー
ジアムオープン■マ
10:00〜18:00
マンガミュージアム

合志マンガ義塾■マ
13:30〜15:00
マンガミュージアム

星空観望会■図
19:30〜21:30
西合志図書館天文台休◆■ 休●★◎

23 日 24 月 25 火 26 水 27 木 28 金 29 土

窓口証明業務
日曜日開庁■市 ■税
9:00〜13:00
合志庁舎

ニュースポーツ体
験会■生
9:00〜13:00
泉ヶ丘体育館

合志マンガ義塾■マ
13:30〜15:00
マンガミュージアム

７〜８カ月児健診■健
13:15〜13:45
ふれあい館

ブックスタート■図
14:00〜16:30
ふれあい館

図書館延長開館■図
20:00まで
西合志図書館

７〜８カ月児健診■健
13:15〜13:45
泉ヶ丘市民センター

ブックスタート■図
14:00〜16:30
泉ヶ丘市民センター

人権教育研究大会■人
9:30〜
御代志市民センター

合志マンガ義塾■マ
13:30〜15:00
マンガミュージアム

星空観望会■図
19:30〜21:30
西合志図書館天文台

休●M★◆■ 休◎ 休★

30 日 31 月 ８/ 1 火 2 水 3 木 4 金 5 土

窓口証明業務
日曜日開庁■市 ■税
9:00〜13:00
合志庁舎

合志マンガ義塾■マ
13:30〜15:00
マンガミュージアム

法律・行政・心配
ごと相談■社
10:00〜14:30
泉ヶ丘市民センター

３歳児健診■健
13:15〜13：45
泉ヶ丘市民センター

３歳児健診■健
13:15〜13：45
ふれあい館

夏休み星空教室■図
19:00〜21:00
西合志図書館天文台

図書館延長開館■図
20:00まで
西合志図書館

合志マンガ義塾■マ
13:30〜15:00
マンガミュージアム

星空観望会■図
19:30〜21:30
西合志図書館天文台

休●M★◆■ 休◎

6 日 7 月 8 火 9 水 10 木 11 金 12 土

窓口証明業務
日曜日開庁■市 ■税
9:00〜13:00
合志庁舎

育児相談■健
9:30〜11:00
泉ヶ丘市民センター

１歳６カ月児健診■健
（対象は１歳８カ月児）
13:15〜13:45
泉ヶ丘市民センター

１歳６カ月児健診■健
（対象は１歳８カ月児）
13:15〜13:45
ふれあい館

こころの相談■健
13:45〜　要予約
西合志庁舎

法律・行政・心配
ごと相談■社
10:00〜14:30
みどり館

図書館延長開館■図
20:00まで
西合志図書館

合志マンガ義塾■マ
13:30〜15:00
マンガミュージアム

ペルセウス座流星
群特別観望会■図
19:30〜21:30
西合志図書館天文台

休●M★◆■ 休◎ 休◆

2017年７月

▲ ８月

■市 市民課 ☎ 248－1113　■税 税務課 ☎ 248－1114　■健 健康づくり推進課 ☎ 242－1183　■人 人権啓発教育課 ☎ 242－1190　■生 生涯学習課☎ 242－1190　

■図 西合志図書館 ☎ 242－5555　■社 合志市社会福祉協議会 ☎ 242－7000　■マ 合志マンガミュージアム ☎ 273－6766

●コミュニティ休館施設（御代志・須屋・黒石市民センター）  Mマンガミュージアム休館

★市立図書館休館  ◆ふれあい館休館  ◎みどり館休館  ■老人憩の家休館

※ヴィーブルは震災復旧工事、野々島公民館は建て替え工事のため休館
します。

市県民税 第２期

国民健康保険税 第２期 の納期限は７月31日㈪です

固定資産税 第２期 口座振替も７月31日㈪です

2017.7 広報こうし31
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６
月
中
旬
ご
ろ
ま
で
カ
ラ
ッ
と
晴
れ
た
天
気

が
続
い
て
い
ま
し
た
が
、
一
転
し
て
雨
が
降
る

日
が
多
く
な
り
ま
し
た
。
ジ
メ
ジ
メ
と
し
た
蒸

し
暑
さ
は
徐
々
に
体
力
を
奪
い
ま
す
。
室
内
に

い
て
も
、
室
温
や
湿
度
の
調
整
、
水
分
補
給
が

適
切
に
行
な
わ
れ
な
い
と
熱
中
症
に
な
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
の
で
、
22
〜
23
ペ
ー
ジ
の
ス
マ

イ
ル
ラ
イ
フ
に
掲
載
し
て
い
る
予
防
や
対
策
を

ぜ
ひ
参
考
に
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
今
月
は
西
合
志
郷
土
資
料
館
跡
に
合

志
マ
ン
ガ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

取
材
の
た
め
オ
ー
プ
ン
前
に
３
回
ほ
ど
訪
ね
ま

し
た
が
、
棚
に
配
列
さ
れ
た
マ
ン
ガ
の
数
々
に

つ
い
見
ほ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
自
分
や
親
の

世
代
、
祖
父
、
祖
母
が
生
ま
れ
た
時
代
の
マ
ン

ガ
ま
で
ず
ら
り
と
並
べ
ら
れ
て
い
て
、
自
分
の

家
族
は
ど
の
マ
ン
ガ
を
見
て
ど
ん
な
時
代
を
過

ご
し
た
の
か
、
と
て
も
気
に
な
り
ま
し
た
。

　

マ
ン
ガ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
は
マ
ン
ガ
を
楽
し
む

だ
け
で
な
く
、
昔
の
時
代
と
今
を
つ
な
ぐ
大
切

な
架
け
橋
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

き
っ
と
面
白
い
発
見
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

一
度
見
に
来
て
く
だ
さ
い
。･

井
芹

動きの
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年
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※５月末現在

　（　）内は前月比

人　口 61,148 （＋50）

世　帯 23,628 （＋8）

出生 ･･･････････････ 55 （＋1）
死亡 ･･･････････････ 41 （＋8）
転入 ･････････････ 213 （−136）
転出 ･････････････ 177 （−117）

●問い合わせ先

　人権啓発教育課

　（御代志市民センター）

　☎242−1190

みんなでつくろう　差別のない明るい合志市

と　き

ところ

受付　午前９時

開会　午前９時30分

閉会　正午予定

託児

対象は１歳〜小学３年生。
７月20日㈭までに下記まで
お申し込みください。

７月29日㈯

御代志市民センター

●講演 講師　人権バンド「しんゆう」
 演題　「つながりを求めて」

●パネルディスカッション

 「日常生活の中で人の心を傷つける言葉について考える」

池
い け だ

田　一
か ず や

也さん
合志市中央公民館長

村
むらかみ

上　成
せいじん

人さん
人権バンド「しんゆう」代表

泉
いずみ

　潤
じゅん

さん
熊本日日新聞社編集局

社会部長兼論説委員

荒
あ ら き

木　恒
つねたけ

竹さん
テレビ熊本

報道編成制作局報道部長

コーディネーターパネリスト

　音楽を交えた楽しい講演と、知らず知らずのうちに人の

心を傷つけてしまう言葉について考えるパネルディスカッ

ションです。皆さんのご参加をお待ちしています。

　代表の村上さんがPTAで人権教育推進

部長をしていたとき、「音楽で人権の大切

さを伝えたい」と2012年に活動を開始。

当時PTAで活動していた仲間や教員な

ど、現在のメンバーは15人。「楽しくなけ

れば人権学習じゃない」「一人が百歩進む

より、百人が一歩進むことができるよう

な取り組み」という考えのもと活動中。

講師プロフィール

入場無料

手話通訳あり

第10回 合志市人権教育研究大会


